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34 大石田中学校
№ 県立中学校
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は ࡌ め に

 㸲㸴年に北村山㸱ᕷ㸯⏫（村山ᕷ、ᮾ᰿ᕷ、ᑿⰼἑᕷ、大▼

 。ᗈ域ᕷ⏫村ᅪの指ᐃを受けました、ࡀ（⏫⏣

 地域の興は、᭷能な人材の育成に࠶るとい࠼⪄࠺方ࡽ、教育

関係施設のᩚഛࡀとࡽࡆ࠶ࡾれ、ᅪ域小・中学校教職員や社会教育

関係者の研修の場、北村山地༊視聴覚ライブラリーの実、ᑗ来の

視聴覚教育のᯝたす役なを検ウした⤖ᯝ、㸲㸷年㸲月に北

村山ᗈ域行ᨻ事ົ⤌合の施設として、北村山視聴覚教育センターࡀ

ᘓ設され開ᡤいたしました。 

 ௨来、プラネタリウムを中心とした移動学習をはࡌめ、施設設ഛ

をά用した研修、研✲ά動は、╔実な㐍ᒎをぢせてࡾ࠾ます。また、

自స教材制సでは北村山⟶内の地域教材の制సやఏ⤫ఏᢎ行事の

影グ㘓な教材の✚を✚ᴟ的に㐍めてࡾ࠾ます。 

≉に㏆年は㉸スマート社会（VRFLHW\5�0）の฿来、及び*,*Aスク

ールᵓに༶ᛂした研修ࡀồめࡽれています。㟂要にᛂࡌた学習ࡀ

ᒎ開でࡁます࠺ࡼ、プログラミング教育をはࡌめとした研修や,&7

をά用したᤵ業࡙ࡾࡃの研修、機材・教材の᭦新を㡰ḟ行࠺な、

情報教育・視聴覚教育をᨭしていࡁたいと⪃࠼てࡾ࠾ます。 

 ᚋࡶ研修機能の実、教育情報・㈨ᩱ等の✚ᴟ的な㞟・教

材にດめ、施設・設ഛの一ᒙの実と指導体制の☜立を図ࡾな

をᰕとして㐠Ⴀ「学ぶ・る・ࡴに育ࡶと」地域の皆ᵝと、ࡽࡀ

に力をධれていࡃᡤᏑでࡾ࠶ます。

 関係各のࡈ指導・ࡈᨭを࠾㢪いいたします。 

北村山視聴覚教育センターᡤ㛗 
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北村山視聴覚教育センター沿革 

昭和 28年 北村山視聴覚ライブラリー協議会結成（学校教育） 

昭和 37年 11月 北村山地区視聴覚教育協議会発足 

昭和 46年 7月 北村山広域市町村圏の決定 

昭和 46年 8月 北村山広域行政協議会の設置 

昭和 47年 3月 北村山広域市町村圏計画の策定 

昭和 48年 3月 北村山広域行政協議会の廃止 

昭和 48年 4月 北村山広域行政事務組合設立 

昭和 48年 9月 北村山視聴覚教育センター建設着工 

昭和 49年 3月 北村山視聴覚教育センター完成 

昭和 49年 4月 北村山視聴覚教育センター開所 

昭和 49年 9月 小学 5年生必修天文学習開始 

昭和 50年 11月 自作ビデオ教材の制作始まる 

昭和 51年 4月 研究協力校制度始まる 

昭和 51年 5月 プラネタリウム連絡協議会全国大会開催 

昭和 51年 10月 東北地区視聴覚ライブラリー研究協議会開催 

昭和 53年 4月 委嘱研究員制度始まる 

昭和 54年 4月 財団法人北村山教育会の事務局が北村山視聴覚教育センターになる 

昭和 55年 11月 1980年視聴覚教育賞（文部大臣賞）受賞 

昭和 57年 7月 東北地区視聴覚ライブラリー研究協議会開催 

昭和 58年 11月 全国自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

昭和 60年 7月 紅花ビデオクラブとの共同制作教材が 1980AVCC 

           自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

昭和 63年 11月 全国自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

平成元年 オープン 15周年記念事業を実施 

平成 5年 11月 全国視聴覚教育研究会北村山大会の開催 

平成 6年 オープン 20周年記念事業を実施 

平成 7年 10月 全国視聴覚センター研究協議会、放送教育東北大会の開催 

平成 8年 5月 夜間開館の開始 

平成 9年 全国自作視聴覚教材コンクールに 15年連続入賞 

平成 11年 10月  オープン 25周年記念事業を実施 

平成 12年 北村山視聴覚教育センターホームページ開設 

平成 14年 4月 土曜開館開始 

平成 15年 4月 機材・教材貸し出し管理バーコードシステム導入 

平成 15年 11月 全国視聴覚教育連盟創立 50周年記念事業において特別功労賞を受賞 

平成 16年 7月 オープン 30周年記念事業を実施 

平成 18年 1月  センター大規模改造工事を施工 

平成 18年 9月  全国自作視聴覚教材コンクールで文部科学大臣賞受賞 

平成 20年 8月  山形県教育研究所連盟研究発表大会を開催 

平成 23年 1月  センター利用者 100 万人達成 
平成 23年 4月  寄附金を基に北村山教育会基金を設立 

平日 1時間延長開館を開始 

平成 26年  オープン 40周年記念事業を実施 

平成 27年 3月  サタデープラネタリウム来館者 3万人を達成 

平成 31年 3月  プラネタリウム本体恒星・惑星等投映器光源の LED化 

令和 2年 3月  プラネタリウム室椅子リニューアル 

令和 2年 10月  プラネタリウム室・視聴覚室の空調設備工事 

令和 3年 3月  北村山視聴覚教育センターホームページリニューアル 
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令和３年度のあゆみ 

２０２１年センター事業スナップ･･･････････････････１９ 

会議の経過等･････････････････････････････････････２３ 
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  施 設 案 内 図

    施 設 概 要 

㕲➽コンクリート２㝵ᘓ、ᘓ≀⥲㠃✚㸯㸪㸯㸲２੍ 

㸯㝵 㠃✚ ２㝵 㠃✚

教材ᒎ示・貸出࣍ール  㸴㸲㸬２੍ 第㸯学習室  㸲㸷㸬㸳੍

機ჾ材保⟶室  㸲２㸬㸮੍ プラネタリウム室  㸶㸯㸬㸮੍

教材制స室  㸳㸴㸬㸷੍ 㘓音⦅㞟室  㸱㸷㸬㸮੍

事ົ室  㸴㸮㸬㸶੍ 天体・ࢹࣅオ‽ഛ室  㸱㸷㸬㸮੍

視聴覚室 㸯㸯㸷㸬㸮੍ ㈨ᩱ室  ２㸳㸬㸲੍

機Ე室  㸳㸮㸬㸮੍ 第２学習室 㸯㸵㸯㸬㸱੍

ูᲷ：㌴ᗜ（スクールࣂス㸯台、教材ᦙ㏦㌴㸯台、教材制స㌴㸯台）͐・・㸯㸯㸴੍

天体・ビデオ 

準備室 

倉

庫  施 設 案 内 図

    施 設 概 要 

㕲➽コンクリート２㝵ᘓ、ᘓ≀⥲㠃✚㸯㸪㸯㸲２੍ 

㸯㝵 㠃✚ ２㝵 㠃✚

教材ᒎ示・貸出࣍ール  㸴㸲㸬２੍ 第㸯学習室  㸲㸷㸬㸳੍

機ჾ材保⟶室  㸲２㸬㸮੍ プラネタリウム室  㸶㸯㸬㸮੍

教材制స室  㸳㸴㸬㸷੍ 㘓音⦅㞟室  㸱㸷㸬㸮੍

事ົ室  㸴㸮㸬㸶੍ 天体・ࢹࣅオ‽ഛ室  㸱㸷㸬㸮੍

視聴覚室 㸯㸯㸷㸬㸮੍ ㈨ᩱ室  ２㸳㸬㸲੍

機Ე室  㸳㸮㸬㸮੍ 第２学習室 㸯㸵㸯㸬㸱੍

ูᲷ：㌴ᗜ（スクールࣂス㸯台、教材ᦙ㏦㌴㸯台、教材制స㌴㸯台）͐・・㸯㸯㸴੍

天体・ビデオ 

準備室 

倉

庫
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令和４年度 運営方針 

 

 

北村山広域市町村圏における新しい未来を創る子供たちの育成を目指し、超スマート社

会（Society 5.0）における視聴覚教育（ICT 教育）を促進・支援し、時代の変化に即し

た教育方法と指導内容の改善充実に努めるとともに、教育の情報化の進展を図る。 

 

 

１ 研究と研修活動 

 

   学校教育・社会教育等に関する教育メディア活用の研修を計画的に開催するとともに、適

宜相談に応じて指導助言を行う。   

   また、各種事業を通して視聴覚教育に関する調査研究を行う。 

 

 

２ 学習情報の提供 

 

   学校教育・社会教育等に必要な新しい教育メディアの収集や、地域性を生かした教材の制

作を行い、利用者に提供する。  

 

 

３ 施設利用の学習 

 

   施設利用学習については、利用者それぞれの教育目標の達成のために効果的に行われるよ

うに努める。 

   また、学校教育・社会教育関係者等が自主的に研修する場として施設を提供する。 

 

 

４ 連絡提携と広報活動 

 

   視聴覚教育センターの機能を周知し利活用していただくため、また事業について参加をし

ていただくために、行政機関、学校教育関係機関、社会教育関係団体、地域団体等と連絡提

携を図るとともに、SNS、マスメディア等を活用して積極的に広報活動を行う。 

 

 

 

令和４年度 重点事業 

 

 

１ 研究と研修活動に関する事業 

 

（１）視聴覚教育委嘱研究事業 

 

（２）ICT教育推進事業 

 

（３）各学校での学習に繋げる移動学習 

 

 

 

２ 映像教材の制作、活用、保存に関する事業 

 

（１）視聴覚教材の制作および制作支援 

 

（２）公式 YouTubeチャンネルを利用した自作視聴覚教材のアーカイブ化の推進 

 

（３）16㎜フィルムの活用と保存 

 

 

 

３ 一般公開の充実 

 

（１）幅広い層を対象としたイベントプラネタリウム 

 

（２）他団体との積極的な連携 
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期日 対象 内容

5月
1月

運営委員会
・年2回運営委員会を開催、センターの運営・事業内容等に対する意見交換
や検討を行う。

学校教育専門部会 随時 学校教育専部員
・各市町より推薦された5名の教員と4名の指導主事が部員となる。
・視聴覚教育に関する調査研究。
・センター事業（委嘱研究、各種講演会等）への積極的参加。

社会教育専門部会 随時 社会教育専門部員
・各市町より推薦された５名の社会教育関係職員が部員となる。
・視聴覚教育に関する調査研究。
・自作視聴覚教材の制作と、コンクールへの応募。

年間 委嘱研究員

・研究員（各市町１名ずつ）を委嘱し、ICT機器を活用した効果的な学習指導
法の開発研究や、プログラミング教育の実践研究を推進する。
・研究を進めるにあたって、年間を通して授業づくりや教材等の研究の指導・
助言を行っていく。

研究員一人
につき1回

委嘱研究員、
教職員、

メディア教育部会

・委嘱研究員一人につきICT機器を活用した年間１回の授業公開を行い、そ
の効果等について授業をもとに検証する。

2回 委嘱研究員
・委嘱研究員に外部の研修会（公開授業及び先進校視察等）への研修会へ
の参加を促し、研究の一助とする。

2月上旬
委嘱研究員、

教職員、
メディア教育部会

・研修の成果を発表する場を設け、管内に広くその成果を公開する。
・北村山小中学校教育研究会メディア教育部会との共催で行う。

3月 委嘱研究員 ・研究の成果をICT活用事例集等へ掲載し、管内に広くその成果を公開する。

年間
幼児施設、

小中高等学校
・プラネタリウム投影を行い、天文教育と情操教育に役立てる。

年間
幼児施設、

小中高等学校
・視聴覚教材の上映を行い、各種学習に役立てる。

年間
幼児施設、

小中高等学校
・情報の科学的理解と、情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解を促
す。

年間
幼児施設、

小中高等学校
・プログラミング学習の初期指導や、MESHセンサーを使った学習の実施、補
助を行う。

5月10日 教職員
・センターの事業についての説明。
・情報教育や情報管理に関する研修。
・主に視聴覚担当を対象とするが、教職員を対象に広く参加を募る。

①6月29日
②10月4日

教職員
・視聴覚・情報教育に関して、外部講師による講演会を実施する。
①和歌山大学大学院　豊田　充崇　教授
②静岡大学　塩田　真吾　准教授

年間
教職員、

社会教育団体

・センター職員が学校や施設に出向き、星空観望会、情報モラル学習、プログ
ラミング学習等、各学校や施設・団体で希望する内容について、教職員や社
会教育団体を対象とした講習会を実施する。

10月
（計4回）

幼児施設職員
・幼児施設の職員を対象とした「ICT機器活用の基礎講座」を水曜日の18:00
～19:30で実施する。

年間 小中学校
・センター職員が学校や施設に出向き、星空観望会、情報モラル学習、プログ
ラミング学習等、各学校や施設・団体で希望する内容について、児童を対象と
した講習会を実施する。

7月10日 教職員、一般
・外部講師による講義と撮影実習、編集演習講座の実施
・自作視聴覚教材制作に関するアドバイス等を行い、北村山自作教材コン
クールへの出品の足掛かりとする。

施設単位講習会

移
動
学
習

研
修
会

（
児
童
生
徒
対
象

）

研
究
と
研
修
活
動

事事　　業業　　概概　　要要

事業名

視聴覚教育講演会①②

授業研究会

外部研修会等への
参加の奨励

小中学校情報教育研修会

天文学習

映画教室

情報モラル教室

プログラミング教室

ICT活用事例集等への報告

ICT活用講座

視聴覚教材制作講習会

施
設
運
営

運営委員会

専門部会

施設単位講習会

委
嘱
研
究

教材研究、指導・助言

1年次及び2年次成果発表会

研
修
会

（
教
職
員
対
象

）
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期日 対象 内容事業名

随時
学校・社会教育関

係者、一般

・小中学校、社会教育団体等で利用する視聴覚機器材、教材を整備し、学
校、団体等に提供する。
・16ミリ映画、DVD等の教材や、映写機、カメラ等の機器材の購入と貸し出し。

随時
学校・社会教育関

係者
・機材、教材等の利用状況をまとめ、センターの整備計画等の参考とする。

年間  各種協議会
・各協議会と連携し円滑なセンター運営を図る。
　①北村山指導主事連絡協議会　　②市町村教委指導主事連絡協議会
　③県ICT推進協議会　　④北村山小中高生徒指導連絡協議会

年間 教育委員会
・管内教育委員会及び村山教育事務所と連携し、円滑なセンター運営を図
る。

年間
ボランティア

サークル

・センターに事務局を置くボランティアサークルにセンター機能を開放し、育成
と資質の向上を図る。
　　①北村山天文愛好会　　②紅花ビデオクラブ
　　③北村山マイコンクラブ　④プラネタリウムスペースクラブ

年間6回

年間6回

チラシ発行に
合わせて

希望者 ・メール配信システムやDMを効果的に活用し、イベント情報を広く告知する。

随時 一般
・ホームページやSNS等を活用し、土曜一般公開の内容、イベントなどの情報
を発信する。

・表面に「土曜開館お知らせ」、裏面に「各種イベント」（観望会、イベントプラネ
タリウム等）のチラシを作成し、管内の幼児施設、小中学校等に配布し、セン
ター事業の広報に努める。

機
材
・
教
材
利
用

広
報
活
動

チ
ラ
シ
に

よ
る
広
報

機器材、教材等の利用記録

機器材・教材の購入
貸し出し

土曜開館のお知らせ

ホームページ及び
SNSでの情報発信

ボランティアサークル
育成事業

各協議会との連携

イベントのお知らせ

管内教育委員会等との連携

メールやDM等による広報

管内幼児施設、
小中高等学校、
周辺文化施設、
センター運営委員、
センター議員、
広域教育委員

連
絡
提
携
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期日 対象 内容事業名

随時
学校・社会教育関

係者、一般

・小中学校、社会教育団体等で利用する視聴覚機器材、教材を整備し、学
校、団体等に提供する。
・16ミリ映画、DVD等の教材や、映写機、カメラ等の機器材の購入と貸し出し。

随時
学校・社会教育関

係者
・機材、教材等の利用状況をまとめ、センターの整備計画等の参考とする。

年間  各種協議会
・各協議会と連携し円滑なセンター運営を図る。
　①北村山指導主事連絡協議会　　②市町村教委指導主事連絡協議会
　③県ICT推進協議会　　④北村山小中高生徒指導連絡協議会

年間 教育委員会
・管内教育委員会及び村山教育事務所と連携し、円滑なセンター運営を図
る。

年間
ボランティア

サークル

・センターに事務局を置くボランティアサークルにセンター機能を開放し、育成
と資質の向上を図る。
　　①北村山天文愛好会　　②紅花ビデオクラブ
　　③北村山マイコンクラブ　④プラネタリウムスペースクラブ

年間6回

年間6回

チラシ発行に
合わせて

希望者 ・メール配信システムやDMを効果的に活用し、イベント情報を広く告知する。

随時 一般
・ホームページやSNS等を活用し、土曜一般公開の内容、イベントなどの情報
を発信する。

・表面に「土曜開館お知らせ」、裏面に「各種イベント」（観望会、イベントプラネ
タリウム等）のチラシを作成し、管内の幼児施設、小中学校等に配布し、セン
ター事業の広報に努める。

機
材
・
教
材
利
用

広
報
活
動

チ
ラ
シ
に

よ
る
広
報

機器材、教材等の利用記録

機器材・教材の購入
貸し出し

土曜開館のお知らせ

ホームページ及び
SNSでの情報発信

ボランティアサークル
育成事業

各協議会との連携

イベントのお知らせ

管内教育委員会等との連携

メールやDM等による広報

管内幼児施設、
小中高等学校、
周辺文化施設、
センター運営委員、
センター議員、
広域教育委員

連
絡
提
携

利 用 案 内 
 

センターでは学校教育関係者、社会教育関係者及び一般の方を対象に各種の研修事業や学習活動を行って

います。その他、センターの施設、教材・機材を利用しての研修や、教材制作等も行うことができます。 
 
１１  研研究究、、研研修修活活動動  

次のような研究、研修活動が行えるほか、必要に応じて指導、助言を行っています。 
（１）視聴覚教育委嘱研究事業（授業公開、１年次及び２年次発表会等） 
（２）視聴覚教育（プログラミング教育、情報モラル教育を含む）に関する研修 
（３）授業における教育メディアの活用に関する研修 

（４）各種機材（16ミリ映写機、ビデオカメラ、コンピュータなど）の操作に関する研修 

（５）視聴覚教材の作成に関する研修 
（６）星空観望などの天文学習 

  

２２  移移動動学学習習  

  プラネタリウムや視聴覚室での映画教室、プログラミング教室、情報モラル教室などの学習ができま

す。バスで送迎も行っています。年間を通じて利用できますので、ご活用ください。 

（１）幼児施設、小中学校の移動学習 

ア プラネタリウム室は定員 50人、投影時間は 30～50分で希望に合わせて設定できます。星の動き

や季節の星座についての学習投影が行えます。 

イ 視聴覚室は定員 70人、16ミリ映画や DVD映画の上映ができます。 

ウ プログラミング教室は、タブレット端末 40台とプログラミング教育用教材（センサー等）を用意

しており、1人１台の環境で学習することができます。 

エ 情報モラル学習は、情報手段の特性や、社会生活の中で情報技術が果たしている役割と影響につ

いて学習することができます。 

（２）社会教育団体での利用 

ア 子供会、学童保育所、婦人会、高齢者団体、公民館の研修などで利用できます。 

  

３３  教教材材のの制制作作  

  センターの機材を利用して、映像や音声の編集を行い、視聴覚教材を制作することができます。 

（１）視聴覚教材の制作 

ア ビデオカメラを使って撮影することができます。 

イ コンピュータを使って映像を編集することができます。 

ウ テープレコーダー、CD・DVDプレーヤー、ミキサー、マイクが使えます。 

エ 効果音を入れた音声編集ができます。 

オ コンピュータに音源を入力し、音楽・音声 CDを作ることができます。 

（２）印刷物の制作 

ア 大判印刷、長尺印刷、教材のカラーコピーができます。 

 
４４  学学習習情情報報のの提提供供  

教育関係や天文関係の専門図書、指導事例集等の資料が閲覧できます。合わせて、各校の要覧や文集、

研究紀要などはセンターでの保管の協力をお願いしており、これまで提供いただいた資料については館

内で閲覧ができます。 

なお、当センターは教科書センターの役割も担っており、各教科書会社の教科書の閲覧や、指導者用

デジタル教科書の操作体験も可能です。 
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５５  施施設設利利用用  

   関係市町、教育委員会、小中学校、教育関係機関、社会教育関係団体、公益団体、官公庁による研修

会や会議等でご利用できます。 
（１）第 1 学習室 
（２）第 2 学習室 
（３）視聴覚室 
（４）プラネタリウム室 
（５）録音編集室 
（６）教材制作室 

  

６６  教教材材・・機機材材利利用用  

16ミリ映画や DVD・ビデオ教材等の視聴覚教材の利用ができます。 
（１）教材・機材の種類 

 
 
 

 
※ 北村山視聴覚教育センターで作成した自作視聴覚教材や、地域の祭りの様子を撮影した映像資料はDVD

として構成市町の各図書館に置かせていただいております。 
（２）利用の方法 

ア 電話または窓口にて利用する教材・機材をお伝えください。 

※ホームページ内「教材・機材検索」で、所有する教材・機材を確認できます。 

イ 教材・機材の借用時は、直接センターにおいでください。 

ウ 返却時は、「視聴覚教材・機材貸出票および利用報告書」に利用状況を記入し、貸出カウンターに

返却ください。 

 （３）その他 
ア 教材は、北村山管内の学校教育関係機関、社会教育関係機関及び北村山管内に住所を有する個

人に対して貸出します。 

イ 機材は、北村山管内の学校教育関係機関、社会教育関係機関等に対して貸出します。機材の一

部は、センター内でのみの利用となります。 

ウ 16 ミリ映画、映写機の貸出時は操作講習を受けていただきます。 

オ 教材の借用については、郵送での利用も可能です。（郵送費は利用者負担となります。） 

 
７７  ホホーームムペペーージジ等等にによよるる情情報報提提供供  

（１）公式ホームページでの情報提供  

ア 視聴覚教材・機材の検索 
イ センター事業・講習会などの案内 
ウ 天文関係・プラネタリウムに関する情報 
エ その他、学校教育・社会教育において有用な情報 

（２）公式 SNS での情報提供 
ア センター事業・講習会などの案内 
イ 天文関係・プラネタリウムに関する情報 

（３）公式 YouTube チャンネルでの情報提供 
ア 自作視聴覚教材の公開 
イ イベントの様子を撮影した動画の公開 

機 材 ・16ミリ映写機 ・スライド映写機  ・ＶＴＲ ・ＬＤ、ＤＶＤプレ－ヤー 

・ビデオカメラ  ・ビデオプロジェクター  ・スクリーン  ・その他 

教 材 ・16ミリ映画  ・スライド教材  ・ＬＤ教材  ・ＤＶＤ、ＢＤ教材（※） 

・コンピュータソフト ・その他 
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５５  施施設設利利用用  

   関係市町、教育委員会、小中学校、教育関係機関、社会教育関係団体、公益団体、官公庁による研修

会や会議等でご利用できます。 
（１）第 1 学習室 
（２）第 2 学習室 
（３）視聴覚室 
（４）プラネタリウム室 
（５）録音編集室 
（６）教材制作室 

  

６６  教教材材・・機機材材利利用用  

16ミリ映画や DVD・ビデオ教材等の視聴覚教材の利用ができます。 
（１）教材・機材の種類 

 
 
 

 
※ 北村山視聴覚教育センターで作成した自作視聴覚教材や、地域の祭りの様子を撮影した映像資料はDVD

として構成市町の各図書館に置かせていただいております。 
（２）利用の方法 

ア 電話または窓口にて利用する教材・機材をお伝えください。 

※ホームページ内「教材・機材検索」で、所有する教材・機材を確認できます。 

イ 教材・機材の借用時は、直接センターにおいでください。 

ウ 返却時は、「視聴覚教材・機材貸出票および利用報告書」に利用状況を記入し、貸出カウンターに

返却ください。 

 （３）その他 
ア 教材は、北村山管内の学校教育関係機関、社会教育関係機関及び北村山管内に住所を有する個

人に対して貸出します。 

イ 機材は、北村山管内の学校教育関係機関、社会教育関係機関等に対して貸出します。機材の一

部は、センター内でのみの利用となります。 

ウ 16ミリ映画、映写機の貸出時は操作講習を受けていただきます。 

オ 教材の借用については、郵送での利用も可能です。（郵送費は利用者負担となります。） 

 
７７  ホホーームムペペーージジ等等にによよるる情情報報提提供供  

（１）公式ホームページでの情報提供  

ア 視聴覚教材・機材の検索 
イ センター事業・講習会などの案内 
ウ 天文関係・プラネタリウムに関する情報 
エ その他、学校教育・社会教育において有用な情報 

（２）公式 SNS での情報提供 
ア センター事業・講習会などの案内 
イ 天文関係・プラネタリウムに関する情報 

（３）公式 YouTube チャンネルでの情報提供 
ア 自作視聴覚教材の公開 
イ イベントの様子を撮影した動画の公開 

機 材 ・16ミリ映写機 ・スライド映写機  ・ＶＴＲ ・ＬＤ、ＤＶＤプレ－ヤー 

・ビデオカメラ  ・ビデオプロジェクター  ・スクリーン  ・その他 

教 材 ・16ミリ映画  ・スライド教材  ・ＬＤ教材  ・ＤＶＤ、ＢＤ教材（※） 

・コンピュータソフト ・その他 

利利  用用  手手  続続  きき  

 
１１  利利用用時時間間  

 
  平 日   ８時３０分 ～ １７時１５分 

土 曜   ８時３０分 ～ １２時３０分 
 
２２  休休館館日日  

 
 （１）年末年始休み（12 月 29 日～1 月 3 日） 

（２）毎週日曜日 
（３）第５土曜日 
（４）国民の祝・休日 

 
 
３３  セセンンタターー使使用用許許可可範範囲囲  

 
 関係市町、管内各教育委員会、管内各小中学校、教育関係機関、社会教育関係団体、公益団体、官公庁、

その他、特に必要と認めたものが使用するもので、団体及び所属長の申請によるもの。 
 
 
４４  ププララネネタタリリウウムム使使用用料料  

 
 （１）小中学校児童生徒、幼児 ………………………1 人 1 回 50 円 
 （２）高等学校生徒以上…………………………………1 人 1 回 110 円 
 

次に掲げる場合は、上記の使用料を免除(減免)します（条例施行規則第 3 条） 
（１）北村山地区内市町の職員及び公益団体、官公庁、その他特に必要と認めたものが使用するもの

で、団体及び所属長の申請によるもの。 
（２）北村山地区内教育関係機関及び社会教育関係団体等が使用するもので、機関・団体等の長の申

請によるもの。 
以上は、1 回につき 20 名以上とする。（ただし、2 団体の積算でもよい。） 

（３）北村山地区内幼児施設、小中学校等の幼児、児童生徒が使用するもので、当該施設、学校等の長

の申請によるもの。 
 
 
５５  移移動動学学習習送送迎迎用用ババススのの使使用用  

 
（１）北村山視聴覚教育センターの移動学習を利用する地区内小中学校児童生徒を原則とし、状況により

関係市町、管内各教育委員会、教育関係機関、幼稚園・保育園等の幼児施設、社会教育団体、その

他特に必要と認めたものが使用する。 
（２）運行区間は、センターと地区内小中学校、各幼児施設、公民館（地区公民館を含む）、関係市役所、

町役場及び本教育委員会が、特に必要と認めた区間とする。 
（３）送迎バスを利用する場合は使用日の前月 20 日までに規定の用紙で申し込む。ただし、緊急の場合

はこの限りではない。 
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 予予      算算   

 

１１  歳歳    入入  

                                                                 （単位；千円）  

      区    分 令和４年度 令和３年度 

負 担 金 等 ６４，６１８ ６５，９１７ 

国 ・ 県 補 助 金 ０ ０ 

その他（使用料等） ２３ ２３ 

歳 入 合 計 ６４，６４１ ６５，９４０ 

 

２２  歳歳    出出  

                                                                 （単位；千円）  

      区    分 令和４年度 令和３年度 

      報     酬 ４，９２０ ４,９２０ 

      給 料 諸 手 当 ２７，６７９ ２８,６６３ 

      報  償  費 ５３７ ４１４ 

      旅     費 １，０５６ ８０５ 

      交  際  費 １０ １０ 

需 

要 
費 

 消 耗 品 費 １，１１０ １,１４０ 

 燃 料 費 ４０３ ４３３ 

 食 糧 費 ８０ ８０ 

 印刷製本費 ８５７ ８９３ 

 光 熱 水 費 ２，４３１ ３,０７５ 

 修 繕 料 ２，３２０ １,８６９ 

      役  務  費 ５５９ ５５９ 

      委  託  料 ５，７４５ ４,４５５ 

      使用料及び賃借料 ６，６７５ ５,２５５ 

工 事 請 負 費 ８，６３１ ９,８８９ 

      原 材 料 費 ３０ ３０ 

      備 品 購 入 費 １，４９２ ３,２９９ 

    負担金補助及び交付金 ９１ １３６ 

      公  課  費 １５ １５ 

      歳  出  合  計 ６４，６４１ ６５，９４０ 
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 予予      算算   

 

１１  歳歳    入入  

                                                                 （単位；千円）  

      区    分 令和４年度 令和３年度 

負 担 金 等 ６４，６１８ ６５，９１７ 

国 ・ 県 補 助 金 ０ ０ 

その他（使用料等） ２３ ２３ 

歳 入 合 計 ６４，６４１ ６５，９４０ 

 

２２  歳歳    出出  

                                                                 （単位；千円）  

      区    分 令和４年度 令和３年度 

      報     酬 ４，９２０ ４,９２０ 

      給 料 諸 手 当 ２７，６７９ ２８,６６３ 

      報  償  費 ５３７ ４１４ 

      旅     費 １，０５６ ８０５ 

      交  際  費 １０ １０ 

需 

要 

費 

 消 耗 品 費 １，１１０ １,１４０ 

 燃 料 費 ４０３ ４３３ 

 食 糧 費 ８０ ８０ 

 印刷製本費 ８５７ ８９３ 

 光 熱 水 費 ２，４３１ ３,０７５ 

 修 繕 料 ２，３２０ １,８６９ 

      役  務  費 ５５９ ５５９ 

      委  託  料 ５，７４５ ４,４５５ 

      使用料及び賃借料 ６，６７５ ５,２５５ 

工 事 請 負 費 ８，６３１ ９,８８９ 

      原 材 料 費 ３０ ３０ 

      備 品 購 入 費 １，４９２ ３,２９９ 

    負担金補助及び交付金 ９１ １３６ 

      公  課  費 １５ １５ 

      歳  出  合  計 ６４，６４１ ６５，９４０ 

 

機材・教材の所有状況 

 

１ 貸し出し用機材                     令和４年４月１日現在 

16ミリ用映写機 クセノンタイプ…5台 ハロゲンタイプ…2台 外部スピーカー…2台 

スライド映写機 クセノンタイプ…3台 サウンド付き…1台 

ウチダキャビンワイド 60…2台 

ビデオカメラ デジタルビデオカメラ…13台  

デジタルカメラ 7台 

VTR・テレビ VHS ポータブルタイプ…1台 

音響機器 

 

ポータブルワイヤレスアンプ…1台 音響システム…9セット 

ホーン型スピーカー…2組 大型スピーカー…1組 外部アンテナ…1組 

CD付きラジカセ…1台 ポータブルカセット…1台 ポータブル DAT…1台 

ミニディスクデッキ…1台 ミキサー…2台 リニア PCMレコーダー…1台 

スピーカーケーブル…3本 スピーカーコード…4本 

プロジェクター 8台 ※HDMI ケーブル 5m付属 

（5000lm…2 台、短焦点型 300lm…2台、DVDプレーヤー一体型…2台 他） 

OHP クセノンタイプ…2台 エルモ携帯型…2台 

スクリーン 布スクリーン…6枚（うちシネマスコープ用…1枚 大…1枚 特大…1枚） 

自立式…8台 壁掛け…1台 吊下げ式…1台 

DVD・LD 機器 ポータブル DVDプレーヤー…3台 LDプレーヤー…2台 

マイク、スタンド他 単一指向性…5本 無指向性…2本 ワイヤレスピンマイク…2本 

ワイヤレスマイク…2 本 ワンポイントステレオマイク…2本 

パラボラ型マイク…2 本 マイクスタンド…7本 卓上スタンド…2本 

音声変換器…1台 集音機…2台  

トランシーバー 5台 

ビデオ・カメラ用三脚 13台 

コンピュータ機器 DVD・CD ダビング機…1台 HDMI キャプチャ…1台 書画カメラ…2台 

ノートパソコン…1台 モニター延長ケーブル…5本 LANケーブル…1本  

HDMIケーブル…3本 HDMI中継アダプタ…1台  

展示用パネル 展示用パネル…７枚 パネル足(一字型)…8本 パネル足(十字型)…4本 

電工ドラム 6 台 

マイクケーブル マイクケーブル…11本 マイク変換アダプタ…2 

ミニジャックピン変換コード…1本 

レーザーポインター 3本 

その他機器材 映写台…2台 音声ケーブル…5本 ビデオ用映像音声ケーブル…4本 

ラジカセ・アンプ接続コード…1本 電源延長コード…１本 

映像ケーブル…2本 ウチダカラ―ビュアー…1 ライトボックス…2 
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２ 施設内の機器材 

教材展示室 

           

視聴コーナー（ビデオ一体型 DVDレコーダー、モニター） 

プリンター CD・DVD研磨機 

 

機器材保管室 16 ミリ映画フィルム検査機  紙折り機  裁断機 

 

事務室 カラーコピー機 シュレッダー 

 

視聴覚室 

         

 

16ミリ映写機（2台） S-VHSビデオプレーヤー プロジェクター 

DVDプレーヤー LDプレーヤー モニター 

地デジチューナー内蔵ビデオ一体型 DVD・BDレコーダー 

 

教材制作室 

 

教材制作用コンピュータ…4台  DVD、CD複製機…1台 

スキャナー…2台（フィルム対応 1台、ドキュメントスキャナー1台） 

プリンター…2台（レーベル印刷プリンター、大判カラープリンター） 

各種再生機（DVD、BD、LD、VHS等）  液晶テレビ…1台 

 

天体・ビデオ 

準備室 

業務用ビデオカメラ…3台  業務用三脚…2本  

その他撮影機材（スイッチャー、モニター、マイク、ドローン等） 

 

録音編集室 

         

アンプ スピーカー  ミキサー  DAT  カセットデッキ 

レコードプレーヤー  CDプレーヤー トレース台 

 

プラネタリウム室 

 

プラネタリウム（コニカミノルタプラネタリウム MS-8 LED） 

回転スライド ズームスライド 星座絵 流星 火球 太陽 月 オーロラ 

音響装置 プロジェクター ブルーレイディスクプレーヤー CDプレーヤー 

 

第 1学習室 プラズマテレビ  ホワイトボード 

 

第 2学習室 電子黒板（80インチ） プロジェクター 音響設備 

研修用タブレット PC（iPad）…40台  研修用ノート PC…10台 

 

車庫 バス 1台（32席）  公用車 2台 

 

 

３ 貸し出し用教材 

16 ミリ映画 497本 

LD・DVD 教材 2,000枚 

スライド 52組 

保健指導教材（紙芝居、掲示物、模型等） 77セット 
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 センター利用関係団体  

 

     名     称 結成年月 会  長  会員数         主  な  活  動 

  １ 北村山天文愛好会  昭和51年７月 寒河江 秀壽   70人 

・ 共同観測会、星空キャンプ 
・ 天文写真撮影 
・ センター事業への協力 
・ 地域の観望会への協力 
・ 会報の発行 

  ２ 
プラネタリウム・ 

スペース・クラブ 
 昭和56年４月 高 嶋 和 夫   10人 

・ プラネタリウムの番組制作 
・ 他プラネタリウム施設への見学 

研修 

  ３ 紅花ビデオクラブ  昭和59年３月 太 田 豊 美   15人 

・ 共同での教材の制作 
・ センターの教材制作への協力 
・ 研修会の実施 

  ４ 北村山マイコンクラブ  昭和59年４月 日 塔 常 喜   18人 

・ コンピュータ利用の研究実践 
・ メーリングリストでの情報交換 
・ ICT基礎講座への協力 

 

─ 17 ─



令和３年度のあゆみ
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開ᡤࡽの利用状況㸦 49 ᖺ㹼௧ 3 ᖺᗘ） ㆟の⤒㐣➼

１ 㐠Ⴀጤ員会

回 ᮇ  ᪥ ෆ   ᐜ

➨１回
௧３ᖺ

㸳᭶２４᪥

㹙ࣁイブࣜッド会㆟㹛
・௧２ᖺᗘࢭンター業ሗ࿌
・௧３ᖺᗘࢭンター業ィ画

➨２回
௧４ᖺ

１᭶３１᪥

㹙ࣁイブࣜッド会㆟㹛
・௧３ᖺᗘࢭンター㐠Ⴀ状況、㔜Ⅼ業㸦⤒㐣ሗ࿌）にࡘいて
・௧４ᖺᗘࢭンター㐠Ⴀ᪉㔪、㔜Ⅼ業㸦）にࡘいて

２ ྛᑓ㛛㒊会

ࠔ学ᰯ教育ᑓ㛛㒊会ࠓ  

回 ᮇ  ᪥ ෆ   ᐜ

➨１回
௧３ᖺ
㸳᭶１㸶᪥

㹙࢜ンライン会㆟㹛
・ᖺᗘの業ィ画
・学習者用➃ᮎの有ຠ利用に㛵するㄪᰝ◊✲にࡘいて

➨２回
௧３ᖺ
㸶᭶ 㸳᪥

㹙࢜ンライン会㆟㹛
・学習者用➃ᮎをά用した࢜ンラインὶ会のᐇ᪉ἲෆᐜにࡘいて

➨３回
௧４ᖺ
１᭶１㸷᪥

㹙࢜ンライン会㆟㹛
・ᖺᗘの業ሗ࿌㸦に学習者用➃ᮎの有ຠ利用に㛵するㄪᰝ◊✲にࡘいて）
・ḟᖺᗘの業ィ画

ࠔ社会教育ᑓ㛛㒊会ࠓ  

回 ᮇ  ᪥ ෆ   ᐜ

➨１回
௧３ᖺ
㸳᭶１㸶᪥

㹙ࣁイブࣜッド会㆟㹛
・ᖺᗘの業ィ画
・⮬作ど⫈ぬ教材のไ作ィ画にࡘいて

➨２回
௧３ᖺ
㸶᭶ 㸳᪥

㹙࢜ンライン会㆟㹛
・⮬作ど⫈ぬ教材のไ作ࢥ┴ンクールの出ရにࡘいて

作ရྡ たい㹼ᚨⰋ†⠏ሐ100࿘ᖺ㹼ࠖࡵᱜに㎸ࠕ

３ ど⫈ぬ教育ጤკ◊✲

回 ᮇ  ᪥ ෆ   ᐜ

➨１回
௧３ᖺ

㸳᭶２㸶᪥
㹙࢜ンライン会㆟㹛
・௧３ᖺᗘのጤკ◊✲のᴫせにࡘいて

➨２回
௧３ᖺ
１１᭶ ２᪥

㹙ࣁイブࣜッド会㆟㹛
බ開授業◊✲会ձ

ᑿⰼἑᕷ❧ᖖ┙ᑠ学ᰯ 教ㅍ ⧊Ụ ┿⏤⨾㸦２ᖺḟ）
◊✲テー࣐ のຠᯝⓗなICTά用ࠖࡵᛮいを⾲⌧するたࠕ

➨３回
௧３ᖺ
１１᭶１㸳᪥

㹙ࣁイブࣜッド会㆟㹛
බ開授業◊✲会ղ

大石田町❧大石田୰学ᰯ 教ㅍ ᮧ田 ு㸦２ᖺḟ）
◊✲テー࣐ るࡵ῝をࡧiPadをά用した生徒のయⓗでᑐヰⓗな学ࠕ

授業ᐇ㊶ࠖ

➨４回
௧３ᖺ
１２᭶ 㸴᪥

බ開授業◊✲会ճ
ᮧᒣᕷ❧ᴙᒸᑠ学ᰯ 教ㅍ 㰻⸨ ឡ⨾㸦２ᖺḟ）

◊✲テー࣐ すICTά用ࠖࡇ㉳ࡁいをᘬྜࡧ学ࠕ

➨㸳回
௧４ᖺ

２᭶ 㸷᪥
㹙ࣁイブࣜッド会㆟㹛
・１ᖺḟ２ࡧࡼ࠾ᖺḟ発⾲会
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開所からの利用状況（昭和 49 年～令和 3 年度） 

 

 
 

 
 

   会議の経過等  

 
１ 運営委員会 

回 期  日 内   容 

第１回 
令和３年 

５月２４日 

［ハイブリッド会議］ 
・令和２年度センター事業報告 
・令和３年度センター事業計画 

第２回 
令和４年 

１月３１日 

［ハイブリッド会議］ 
・令和３年度センター運営状況、重点事業（経過報告）について 
・令和４年度センター運営方針、重点事業（案）について 

 

２ 各専門部会 

  《学校教育専門部会》  

回 期  日 内   容 

第１回 
令和３年 
５月１８日 

［オンライン会議］ 
・今年度の事業計画 
・学習者用端末の有効利用に関する調査研究について 

第２回 
令和３年 
８月 ５日 

［オンライン会議］ 
・学習者用端末を活用したオンライン交流会の実施方法と内容について 

第３回 
令和４年 
１月１９日 

［オンライン会議］ 
・今年度の事業報告（主に学習者用端末の有効利用に関する調査研究について） 
・次年度の事業計画 

  《社会教育専門部会》  

回 期  日 内   容 

第１回 
令和３年 
５月１８日 

［ハイブリッド会議］ 
・今年度の事業計画 
・自作視聴覚教材の制作計画について 

第２回 
令和３年 
８月 ５日 

［オンライン会議］ 
・自作視聴覚教材の制作と県コンクールへの出品について 

作品名 「桜に込めた想い～徳良湖築堤100周年～」 

 

３ 視聴覚教育委嘱研究 

回 期  日 内   容 

第１回 
令和３年 
５月２８日 

［オンライン会議］ 
・令和３年度の委嘱研究の概要について 

第２回 
令和３年 
１１月 ２日 

［ハイブリッド会議］ 
公開授業研究会① 

尾花沢市立常盤小学校 教諭 織江 真由美（２年次） 
研究テーマ 「思いを表現するための効果的なICT活用」 

第３回 
令和３年 
１１月１５日 

［ハイブリッド会議］ 
公開授業研究会② 

大石田町立大石田中学校 教諭 村田 亮（２年次） 
研究テーマ 「iPadを活用した生徒の主体的で対話的な学びを深める 

授業実践」 

第４回 
令和３年 
１２月 ６日 

公開授業研究会③ 
村山市立楯岡小学校 教諭 齋藤 愛美（２年次） 
研究テーマ 「学び合いを引き起こすICT活用」 

第５回 
令和４年 
 ２月 ９日 

［ハイブリッド会議］ 
・１年次および２年次発表会 
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小学校　102回（101回） 中学・ 高校　 0回（ 0回） 管内幼保施設　42回（34回）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
午
前

午
後

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

午
前

午
後

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午
前

適応指導教
室

大石田小2
年

大石田南小
1・2年

ひばり保育
園

楯岡小6年1
組

楯岡小6年2
組

午
後 戸沢小6年

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

午
前

楯岡小5年3
組

東根中部小
4年1組

東根中部小
4年2組

東根中部小
4年3組

大森小4年3
組

ふれあいサ
ロン俵町

大石田小4
年

玉野小4年
尾花沢小4

年2組
尾花沢小4

年1組

午
後

大森小4年1
組

大森小4年2
組

常盤小5・6
年

小田島小4
年

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

午
前

大けやき学
童クラブ

大けやき学
童クラブ

大けやき学
童クラブ

北町いきいき

ふれあいサロ

ン

玉野放課後
児童クラブ

午
後

高崎学童ク
ラブ

高崎学童ク
ラブ

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

午
前 戸沢小1年

楯岡特別支
援学校

東根小4年3
組

東根小4年1
組

神町小4年2
組

玉野小3年
神町小4年1

組
東根小4年2

組
常盤小1年

大石田北小
1年

午
後

宮沢小1・2
年

大石田南小
3・4年

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

午
前

ひがしね保
育所

さくらんぼ
保育所

神町保育所
なかよし保

育園
神町幼稚園

東部こども
園

さくらこども
園

認定こども
園おだしま

あおぞらこ
ども園

午
後

大森小学校
４年４組

尾花沢小5
年2組

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

午
前

大石田保育
園

ふたば横山
保育園

ふたば保育
園

ひばり保育
園

輝認定こど
も園

楯岡特別支
援学校

アートチャイルド

ケア村山しょうよう

保育園

西郷認定こ
ども園

午
後 玉野小6年

常盤小3・4
年

富並小5・6
年

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

午
前

星の子保育
園

※河北幼稚
園(年長)

※河北幼稚
園(年中)

玉野小2年
生

玉野小１年
※河北幼稚
園(年少)

午
後 冨本小5年

小田島小4
年

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

午
前 大富小4年 大富小6年

適応指導教
室

午
後 西郷小5年

大森小4年2
組

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午
前 高崎小6年 西郷小1年

午
後 長瀞小5年

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

午
前

午
後

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

3
月

11
月

12
月

1
月

2
月

9
月

10
月

5
月

6
月

7
月

8
月

4
月

移移動動学学習習実実績績
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社会教育施設等　13回（1回） 管外施設　6回（3回） 合計　163回（139回）

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

常盤小2年 西郷小2年

西郷小3年

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

楯岡小6年3
組

冨本小2・3
年

福原小3年
大石田小1

年
福原小2年

楯岡小5年1
組

楯岡小5年2
組

東郷小4年 福原小6年 福原小4年 長瀞小4年
高崎小3・4

年

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

あおぞらこ
ども園

楯岡小4年1
組

楯岡小4年3
組

楯岡小4年2
組

南笛田ふれ
あいサロン

戸沢小4年
※たかだま
幼稚園

小田島小学校　横

町子供会

※天童南部第五

学童保育所

放課後等デイサー

ビスおひさま

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

富並小1・2
年

大石田北小
2年

戸沢小2年
大石田小3

年
富並小3・4

年

大久保小4
年

西郷小6年 福原小6年

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

ひがしね幼
稚園

高崎児童センター

本郷児童センター

長瀞児童セ
ンター

東根児童セ
ンター

大ケヤキ中
央保育園

おもだか保
育園

さくら保育園

玉野保育園

ときわ保育園

ひまわり保
育園

よつば保育
園

尾花沢小5
年1組

玉野小5年
袖崎小4・5

年
大石田北小

5年
大石田北小

3・4年
大石田北小

6年

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

ちぐさ認定こども

園

冨本認定こども園

ふたば袖崎保育

園

ふたば大高根保

育園

戸沢保育園 楯岡幼稚園
ひまわり幼

児園
尾花沢幼稚

園
おおとみ保

育園

大富小3年 冨本小6年
大石田南小

5・6年
福原小5年 袖崎小6年 冨本小4年

宮沢小3・4
年

宮沢小5・6
年

福原小4年

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

長瀞小6年 冨本小1年
尾花沢小6

年2組
尾花沢小6

年3組

※天童児童発達

支援センター

尾花沢小6
年1組

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

袖崎小2・3
年

袖崎小1年
ひがしね幼

稚園
神町幼稚園 戸沢小3年 大富小5年

楯岡特別支援

学校小学部5

年

大森小4年3
組

大森小4年1
組

大森小4年4
組

西郷小4年

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

大石田小5
年

大石田小4
年

福原小1年 戸沢小5年

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

湯沢サロン
放課後等デイ

サービスたい

よう

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

令和4年3月31日現在

（　）は前年度実績
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令和4年3月31日現在

期日 対象 参加人数 内容

 ①5月24日
 ②1月31日

運営委員
 ①19人
 ②17人

・センターの運営・事業内容等に対する意見交換及び検討を行っ
た。

 ①5月18日
 ②8月5日
 ③1月19日

学校教育
専門部員

 ①6人
 ②5人
 ③8人

・部員は各市町より推薦された5名の教員と4名の指導主事。
・学習者用端末の有効利用に関する実践（オンライン交流）を
行った。
　12月13日　東根市立神町中学校、村山市立楯岡小学校
　12月17日　尾花沢市立常盤小学校、大石田町立大石田小学校
・センター事業に関する意見交換を行った。

 ①5月18日
 ②8月5日

社会教育
専門部員

 ①4人
 ②2人

・部員は各市町より推薦された4名の社会教育関係職員。
・自作視聴覚教材を制作し、県コンクールへ出品した。
 　作品名「桜に込めた想い～徳良湖築堤100周年～」

5月7日 教職員 51人
・センター事業について説明の後、ICT活用に関する研修を行っ
た。
　講師：東京学芸大学　教育学部　准教授　高橋　純　氏

8月3日 教職員 33人
・情報モラルに関する研修を行った。
　講師：NPO企業教育研究会　副事務局長　関谷　紳吾　氏

教職員、
教育関係団体

410人
(24回)

小中学生、
保護者

623人
（8回）

6月28日 教職員 22人

・中学校技術科におけるプログラミング教育に関する研修会を行
い、県内技術科教職員の資質向上を図った。
　講師：宮城教育大学　教授　安藤　明伸　氏
   　   NPO法人みんなのコード　千石　一朗　氏

10月6日
10月13日
10月20日

幼保施設職員
5人
5人
5人

・幼保施設職員を対象とし、Excelの基礎的な研修を行った。

 ①11月2日  ①22人
・尾花沢市立常盤小学校　織江  真由美　教諭（2年次）
　「思いを表現するための効果的なICT活用」

 ②11月15日  ②24人
・大石田町立大石田中学校　村田　亮　教諭（2年次）
　「iPadを活用した生徒の主体的で対話的な学びを深める授業実践」

 ③12月6日  ③8人
・村山市立楯岡小学校　齋藤　愛美　教諭（2年次）
　「学び合いを引き起こすICT活用」

2月9日

委嘱研究員、
教職員、

地区教育研究
会メディア教

育部会員

35人

・研修の成果を発表する場を設け、管内に広くその成果を公開し
た。
・地区教育研究会メディア教育部会との共催での開催。

発表者
（1年次）
　東根市立神町中学校　　　深瀬　真紗美　教諭
（2年次）
　村山市立楯岡小学校　　　齋藤　愛美　教諭
　尾花沢市立常盤小学校　　織江　真由美　教諭
　大石田町立大石田中学校　村田　亮　教諭

事事業業実実績績

専
門
部
会

学校教育
（オンライン開催）

社会教育
（オンライン開催）

事業名

施
設
運
営

運営委員会
（ハイブリッド開催）

・センター職員が学校や施設に出向き、ICT活用研修、情報モラ
ル学習など、各学校や施設、団体で希望する内容に応じて講習会
を実施した。

研
修
会

施設単位
研修会

年間

小中学校情報教育
研修会

（オンライン開催）

視聴覚教育講演会
（オンライン開催）

プログラミング教育
研修会

（オンライン開催）

ICT基礎講座

公開授業
研究会

（ハイブリッド開
催）

委嘱研究員、
教職員、

地区教育研究
会メディア教

育部会員

1年次及び2年次
発表会

（ハイブリッド開
催）

委
嘱
研
究

研
究
・
研
修
活
動

期日 対象 参加人数 内容事業名

２月中旬 委嘱研究員
・研究の成果をICT活用事例集等へ掲載し、管内に広くその成果
を公開する。

年間 委嘱研究員
・委嘱研究員に山形県ICT活用推進協議会教育推進拠点校公開授
業研究会への参加を促した。

随時
教職員、社会
教育関係者、

一般

・小中学校、社会教育団体等で利用する機器材、教材を整備し貸
出を行った。
・ホームページの教材・機材検索システムを整備した。

4月
・施設概要、運営方針、利用案内、委嘱研究のまとめ等を集録し
たものを作成し配付した。

年度末 教職員
・プログラミング教育の実践事例、ICT活用の実践事例、委嘱研
究の成果をまとめた事例集を作成、およびホームページに掲載
し、管内に広くその成果を公開した。

随時
・教育実践に役立てるために、機器材、教材の動向に注目して情
報や資料を収集した。
・専門図書、指導事例集等の収集と閲覧を行った。

随時
・ホームページ、Facebook、LINEの更新を随時行い、情報の提供
を行った。

7月10日
教職員、小中
学生、一般

19人
・視聴覚教材の制作に関する研修の場を設け、北村山自作視聴覚
教材コンクールへの出品の足掛かりとなるようにした。
　講師：文教大学　名誉教授　平沢　茂  氏

審査会
　11月11日
表彰式
　12月9日

教職員、社会
教育関係者、

一般
6作品

・学校教育、社会教育の分野における自作視聴覚教材の制作を奨
励し、制作技術の向上を図った。
・コンクールを開催し、優れた作品に対して表彰を行った。

随時
教職員、社会
教育関係者、

一般
1作品

・小中学校、社会教育団体等で活用できる地域の映像教材を制作
し、学習の素材として提供した｡
・山形県自作視聴覚教材コンクールへの出品を行った。

　社会教育部門「桜に込めた想い～徳良湖築堤100周年～」

随時
教職員、社会
教育関係者、

一般

・地域の伝承行事、伝統芸能等を映像資料として記録保存し、学
習素材として提供した。

随時 一般

253本
（アップ
ロード
数）

・自作視聴覚教材のアーカイブ化を促進し、公式YouTubeチャン
ネルに作品をアップロードし、広く映像資料を提供した。

　チャンネル登録者数　347人
　総視聴回数　81,622回

映
像
制
作
・
保
存
活
動

自作視聴覚教材の
アーカイブ化

自作視聴覚教材制作
講習会

（ハイブリッド開催）

北村山自作視聴覚
教材コンクール

自作視聴覚教材の
制作と県コンクールへの

出品

ふるさと教材映像
制作事業

ICT活用事例集等への
報告

外部研修会等への
参加の奨励

資料の収集、提供

ホームページや
Facebook等の運用

委
嘱
研
究

情
報
提
供
活
動

機器材、教材の貸出

要覧（研究集録含む）の
作成

プログラミング教育実践
事例およびICT活用事例集

（第3集）の作成
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令和4年3月31日現在

期日 対象 参加人数 内容

 ①5月24日
 ②1月31日

運営委員
 ①19人
 ②17人

・センターの運営・事業内容等に対する意見交換及び検討を行っ
た。

 ①5月18日
 ②8月5日
 ③1月19日

学校教育
専門部員

 ①6人
 ②5人
 ③8人

・部員は各市町より推薦された5名の教員と4名の指導主事。
・学習者用端末の有効利用に関する実践（オンライン交流）を
行った。
　12月13日　東根市立神町中学校、村山市立楯岡小学校
　12月17日　尾花沢市立常盤小学校、大石田町立大石田小学校
・センター事業に関する意見交換を行った。

 ①5月18日
 ②8月5日

社会教育
専門部員

 ①4人
 ②2人

・部員は各市町より推薦された4名の社会教育関係職員。
・自作視聴覚教材を制作し、県コンクールへ出品した。
 　作品名「桜に込めた想い～徳良湖築堤100周年～」

5月7日 教職員 51人
・センター事業について説明の後、ICT活用に関する研修を行っ
た。
　講師：東京学芸大学　教育学部　准教授　高橋　純　氏

8月3日 教職員 33人
・情報モラルに関する研修を行った。
　講師：NPO企業教育研究会　副事務局長　関谷　紳吾　氏

教職員、
教育関係団体

410人
(24回)

小中学生、
保護者

623人
（8回）

6月28日 教職員 22人

・中学校技術科におけるプログラミング教育に関する研修会を行
い、県内技術科教職員の資質向上を図った。
　講師：宮城教育大学　教授　安藤　明伸　氏
   　   NPO法人みんなのコード　千石　一朗　氏

10月6日
10月13日
10月20日

幼保施設職員
5人
5人
5人

・幼保施設職員を対象とし、Excelの基礎的な研修を行った。

 ①11月2日  ①22人
・尾花沢市立常盤小学校　織江  真由美　教諭（2年次）
　「思いを表現するための効果的なICT活用」

 ②11月15日  ②24人
・大石田町立大石田中学校　村田　亮　教諭（2年次）
　「iPadを活用した生徒の主体的で対話的な学びを深める授業実践」

 ③12月6日  ③8人
・村山市立楯岡小学校　齋藤　愛美　教諭（2年次）
　「学び合いを引き起こすICT活用」

2月9日

委嘱研究員、
教職員、

地区教育研究
会メディア教

育部会員

35人

・研修の成果を発表する場を設け、管内に広くその成果を公開し
た。
・地区教育研究会メディア教育部会との共催での開催。

発表者
（1年次）
　東根市立神町中学校　　　深瀬　真紗美　教諭
（2年次）
　村山市立楯岡小学校　　　齋藤　愛美　教諭
　尾花沢市立常盤小学校　　織江　真由美　教諭
　大石田町立大石田中学校　村田　亮　教諭

事事業業実実績績

専
門
部
会

学校教育
（オンライン開催）

社会教育
（オンライン開催）

事業名

施
設
運
営

運営委員会
（ハイブリッド開催）

・センター職員が学校や施設に出向き、ICT活用研修、情報モラ
ル学習など、各学校や施設、団体で希望する内容に応じて講習会
を実施した。

研
修
会

施設単位
研修会

年間

小中学校情報教育
研修会

（オンライン開催）

視聴覚教育講演会
（オンライン開催）

プログラミング教育
研修会

（オンライン開催）

ICT基礎講座

公開授業
研究会

（ハイブリッド開
催）

委嘱研究員、
教職員、

地区教育研究
会メディア教

育部会員

1年次及び2年次
発表会

（ハイブリッド開
催）

委
嘱
研
究

研
究
・
研
修
活
動

期日 対象 参加人数 内容事業名

２月中旬 委嘱研究員
・研究の成果をICT活用事例集等へ掲載し、管内に広くその成果
を公開する。

年間 委嘱研究員
・委嘱研究員に山形県ICT活用推進協議会教育推進拠点校公開授
業研究会への参加を促した。

随時
教職員、社会
教育関係者、

一般

・小中学校、社会教育団体等で利用する機器材、教材を整備し貸
出を行った。
・ホームページの教材・機材検索システムを整備した。

4月
・施設概要、運営方針、利用案内、委嘱研究のまとめ等を集録し
たものを作成し配付した。

年度末 教職員
・プログラミング教育の実践事例、ICT活用の実践事例、委嘱研
究の成果をまとめた事例集を作成、およびホームページに掲載
し、管内に広くその成果を公開した。

随時
・教育実践に役立てるために、機器材、教材の動向に注目して情
報や資料を収集した。
・専門図書、指導事例集等の収集と閲覧を行った。

随時
・ホームページ、Facebook、LINEの更新を随時行い、情報の提供
を行った。

7月10日
教職員、小中
学生、一般

19人
・視聴覚教材の制作に関する研修の場を設け、北村山自作視聴覚
教材コンクールへの出品の足掛かりとなるようにした。
　講師：文教大学　名誉教授　平沢　茂  氏

審査会
　11月11日
表彰式
　12月9日

教職員、社会
教育関係者、

一般
6作品

・学校教育、社会教育の分野における自作視聴覚教材の制作を奨
励し、制作技術の向上を図った。
・コンクールを開催し、優れた作品に対して表彰を行った。

随時
教職員、社会
教育関係者、

一般
1作品

・小中学校、社会教育団体等で活用できる地域の映像教材を制作
し、学習の素材として提供した｡
・山形県自作視聴覚教材コンクールへの出品を行った。

　社会教育部門「桜に込めた想い～徳良湖築堤100周年～」

随時
教職員、社会
教育関係者、

一般

・地域の伝承行事、伝統芸能等を映像資料として記録保存し、学
習素材として提供した。

随時 一般

253本
（アップ
ロード
数）

・自作視聴覚教材のアーカイブ化を促進し、公式YouTubeチャン
ネルに作品をアップロードし、広く映像資料を提供した。

　チャンネル登録者数　347人
　総視聴回数　81,622回

映
像
制
作
・
保
存
活
動

自作視聴覚教材の
アーカイブ化

自作視聴覚教材制作
講習会

（ハイブリッド開催）

北村山自作視聴覚
教材コンクール

自作視聴覚教材の
制作と県コンクールへの

出品

ふるさと教材映像
制作事業

ICT活用事例集等への
報告

外部研修会等への
参加の奨励

資料の収集、提供

ホームページや
Facebook等の運用

委
嘱
研
究

情
報
提
供
活
動

機器材、教材の貸出

要覧（研究集録含む）の
作成

プログラミング教育実践
事例およびICT活用事例集

（第3集）の作成

─ 27 ─



期日 対象 参加人数 内容事業名

年間
3,365人
（138回）

・プラネタリウム投影を行い、天文教育と情操教育を行った。

年間
1,936人
（71回）

・視聴覚教材（16ミリフィルム、DVD）の上映を行い、各種学習
に役立てた。

年間
369人

（19回）
・インターネットの利用に関するトラブル予防の講話を行っ
た。

年間
1,343人
（63回）

・小学校プログラミング教育の実施に合わせて、プログラミン
グ学習の実施した。（学習指導要領で例示されている学習内容
または基礎的な学習内容）

12月18日 一般 48人

・「はやぶさ２」に関する天文講演会を実施し、地域住民の天
文に関する興味・関心を高めた。
　講師：JAXA「はやぶさ２」プロジェクトチーム　武井 悠人
氏

5月26日 一般

34人
（来場者数）

4,361回
（視聴回数）

・皆既月食について解説を行い、屋上で観望会を行った。
・日本公開天文台協会と連携しライブ配信を行った。

9月21日 一般 （中止） ・新型コロナウイルス感染拡大を受けて、開催を中止した。

11月19日 一般
305回

（視聴回数）
・日本公開天文台協会と連携しライブ配信を行った。

①7月16,17日
②9月17,18日
③11月5,6日
④1月15日

小学生及びそ
の保護者

 ①53人
 ②39人
 ③32人
 ④31人

・学習会、プラネタリウム投影、観望会を行い天文愛好者の育
成と天文普及を図った。
・JAXAコズミックカレッジとの共催事業を行った。
・センター事業協力団体「北村山天文愛好会」の協力を得て、
屋上での天体観望を行った。

7月31日 一般 69人
・星にまつわる本の朗読と天文現象や季節の星座の解説を行っ
た。
　ゲスト：フリーアナウンサー　伊藤　永夏　氏

11月23日 一般 74人
・勤労感謝の日に合わせて大人の方々を対象にし、睡眠をテー
マにしたプラネタリウム投影を行った。

12月19日 一般 72人
・星にまつわる音楽に合わせて季節の星座の解説を行った。
　ゲスト：チェロ奏者　加藤　皓平 氏

2月12日 一般 75人
・星にまつわる音楽に合わせて季節の星座の解説を行った。
　ゲスト：シンガーソングライター　庄司　紗千 氏

土曜開館に合
わせて
（※1）

幼児～一般 1,086人
・土曜開館に合わせ、地域住民にセンター機能を開放するた
め、プラネタリウム投影と映画の上映を行った。
（※1）映画10:00～10:25　プラネタリウム10:40～11:20

毎週土曜日
（※1,2）

教職員、一般 1,240人

・土曜日に地域住民を対象にセンター機能を解放した。（人数
は、映画、プラネタリウム、機材教材貸出、学習室利用の合
計）
（※1）開館時間は8:30～12:30
（※2）第5土曜日は保守点検日のため休館

随時
学校・社会教
育関係者、一

般

・学校教育、社会教育関係者に計画的、自主的な研修の場を提
供した。

施
設
利
用
学
習

施
設
利
用
学
習

熟睡プラ寝たリウム

中秋の名月

皆既月食観望会
（ハイブリッド開

催）

朗読プラネタリウム

土曜一般公開

天文学習

研修会場の提供

イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

幼児施設、
小中学校、

社会教育関係
団体等

プログラミング教室

移
動
学
習

土曜開館

映画教室

情報モラル教室

天文講演会
（オンライン開催）

天
文
関
係
事
業

会員制親子星空教室
スターウォッチング
クラブ
（②④オンライン開
催）

部分月食の配信
（オンライン開催）

ミュージック
プラネタリウムⅠ

ミュージック
プラネタリウムⅡ

ᮇ᪥ ᑐ㇟ ཧຍே数 ෆᐜ業ྡ

㝶 ・୕ᕷ୍町教育ጤ員会の㐃ᦠ

㝶
ձᮧᒣ指導㐃⤡༠㆟会ࠉ
ղᒣ形┴ᕷ町ᮧ教育ጤ員会指導㐃⤡༠㆟会ࠉ
մᆅ༊ᑠ୰㧗生徒指導㐃⤡༠㆟会ࠉճᒣ形┴,&7᥎㐍༠㆟会ࠉ

㝶
ղ᪥ᮏ教育ᕤ学༠会ࠉンター㐃⤡༠㆟会ࢭձ全ᅜබ❧ど⫈ぬࠉ
タࣜウム༠㆟会ࢿラࣉմ᪥ᮏࠉ┕ճ全ᅜど⫈ぬ教育㐃ࠉ
タࣜウム㐃⤡༠㆟会ࢿラࣉ┴յᒣ形ࠉ

㝶
ース・クラブ࣌タࣜウム・スࢿラࣉղࠉձᮧᒣኳᩥឡዲ会ࠉ
ンクラブࢥイ࣐մᮧᒣࠉクラブ࢜デࣅճ⣚ⰼࠉ

㝶
・ᅵ᭙୍⯡බ開㸦ᫎ画ୖᫎ、ࣉラࢿタࣜウムᢞᙳ）や、ྛ✀イ࣋
ントのࢳラシを作成してᗈሗを⾜ࡗた。

㝶
・࣓ール会員、'0会員、)DFHERRNⓏ㘓者、/,1(Ⓩ㘓者にイ࣋ント
➼のᗈሗを⾜ࡗた。

㝶 ・ሗ㐨ྛ社のࣉレスࣜࣜースを⾜ࡗた。

ᖺ間
学ᰯ・社会教
育㛵ಀ者、୍

⯡
�ே

・教⛉᭩ࢭンターして、教⛉᭩のಖ管㸦᪂∧�㒊、⌧⾜�㒊、ᪧ
∧�㒊）ᒎ♧を⾜ࡗた。
・ᮧᒣ教育ົᡤ㐃ᦠし教⛉᭩ᒎ♧会㸦�᭶୰᪪）を⾜ࡗた。

㐃
⤡
ᥦ
ᦠ
・
ᗈ
ሗ
ά
ື
➼

管ෆ教育ጤ員会の㐃ᦠ

ྛ༠㆟会の㐃ᦠ

ྛ◊✲ᅋయの㐃ᦠ

ンター利用㛵ಀᅋయࢭ
の㐃ᦠ

るᗈሗࡼラシにࢳ

࣓ールや'0にࡼるᗈሗ

レスࣜࣜースࣉ

教⛉᭩ࢭンター
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期日 対象 参加人数 内容事業名

年間
3,365人
（138回）

・プラネタリウム投影を行い、天文教育と情操教育を行った。

年間
1,936人
（71回）

・視聴覚教材（16ミリフィルム、DVD）の上映を行い、各種学習
に役立てた。

年間
369人

（19回）
・インターネットの利用に関するトラブル予防の講話を行っ
た。

年間
1,343人
（63回）

・小学校プログラミング教育の実施に合わせて、プログラミン
グ学習の実施した。（学習指導要領で例示されている学習内容
または基礎的な学習内容）

12月18日 一般 48人

・「はやぶさ２」に関する天文講演会を実施し、地域住民の天
文に関する興味・関心を高めた。
　講師：JAXA「はやぶさ２」プロジェクトチーム　武井 悠人
氏

5月26日 一般

34人
（来場者数）

4,361回
（視聴回数）

・皆既月食について解説を行い、屋上で観望会を行った。
・日本公開天文台協会と連携しライブ配信を行った。

9月21日 一般 （中止） ・新型コロナウイルス感染拡大を受けて、開催を中止した。

11月19日 一般
305回

（視聴回数）
・日本公開天文台協会と連携しライブ配信を行った。

①7月16,17日
②9月17,18日
③11月5,6日
④1月15日

小学生及びそ
の保護者

 ①53人
 ②39人
 ③32人
 ④31人

・学習会、プラネタリウム投影、観望会を行い天文愛好者の育
成と天文普及を図った。
・JAXAコズミックカレッジとの共催事業を行った。
・センター事業協力団体「北村山天文愛好会」の協力を得て、
屋上での天体観望を行った。

7月31日 一般 69人
・星にまつわる本の朗読と天文現象や季節の星座の解説を行っ
た。
　ゲスト：フリーアナウンサー　伊藤　永夏　氏

11月23日 一般 74人
・勤労感謝の日に合わせて大人の方々を対象にし、睡眠をテー
マにしたプラネタリウム投影を行った。

12月19日 一般 72人
・星にまつわる音楽に合わせて季節の星座の解説を行った。
　ゲスト：チェロ奏者　加藤　皓平 氏

2月12日 一般 75人
・星にまつわる音楽に合わせて季節の星座の解説を行った。
　ゲスト：シンガーソングライター　庄司　紗千 氏

土曜開館に合
わせて
（※1）

幼児～一般 1,086人
・土曜開館に合わせ、地域住民にセンター機能を開放するた
め、プラネタリウム投影と映画の上映を行った。
（※1）映画10:00～10:25　プラネタリウム10:40～11:20

毎週土曜日
（※1,2）

教職員、一般 1,240人

・土曜日に地域住民を対象にセンター機能を解放した。（人数
は、映画、プラネタリウム、機材教材貸出、学習室利用の合
計）
（※1）開館時間は8:30～12:30
（※2）第5土曜日は保守点検日のため休館

随時
学校・社会教
育関係者、一

般

・学校教育、社会教育関係者に計画的、自主的な研修の場を提
供した。

施
設
利
用
学
習

施
設
利
用
学
習

熟睡プラ寝たリウム

中秋の名月

皆既月食観望会
（ハイブリッド開

催）

朗読プラネタリウム

土曜一般公開

天文学習

研修会場の提供
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ベ
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移
動
学
習

土曜開館

映画教室

情報モラル教室

天文講演会
（オンライン開催）

天
文
関
係
事
業

会員制親子星空教室
スターウォッチング
クラブ
（②④オンライン開
催）

部分月食の配信
（オンライン開催）

ミュージック
プラネタリウムⅠ

ミュージック
プラネタリウムⅡ

ᮇ᪥ ᑐ㇟ ཧຍே数 ෆᐜ業ྡ

㝶 ・୕ᕷ୍町教育ጤ員会の㐃ᦠ

㝶
ձᮧᒣ指導㐃⤡༠㆟会ࠉ
ղᒣ形┴ᕷ町ᮧ教育ጤ員会指導㐃⤡༠㆟会ࠉ
մᆅ༊ᑠ୰㧗生徒指導㐃⤡༠㆟会ࠉճᒣ形┴,&7᥎㐍༠㆟会ࠉ

㝶
ղ᪥ᮏ教育ᕤ学༠会ࠉンター㐃⤡༠㆟会ࢭձ全ᅜබ❧ど⫈ぬࠉ
タࣜウム༠㆟会ࢿラࣉմ᪥ᮏࠉ┕ճ全ᅜど⫈ぬ教育㐃ࠉ
タࣜウム㐃⤡༠㆟会ࢿラࣉ┴յᒣ形ࠉ

㝶
ース・クラブ࣌タࣜウム・スࢿラࣉղࠉձᮧᒣኳᩥឡዲ会ࠉ
ンクラブࢥイ࣐մᮧᒣࠉクラブ࢜デࣅճ⣚ⰼࠉ

㝶
・ᅵ᭙୍⯡බ開㸦ᫎ画ୖᫎ、ࣉラࢿタࣜウムᢞᙳ）や、ྛ✀イ࣋
ントのࢳラシを作成してᗈሗを⾜ࡗた。

㝶
・࣓ール会員、'0会員、)DFHERRNⓏ㘓者、/,1(Ⓩ㘓者にイ࣋ント
➼のᗈሗを⾜ࡗた。

㝶 ・ሗ㐨ྛ社のࣉレスࣜࣜースを⾜ࡗた。

ᖺ間
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育㛵ಀ者、୍

⯡
�ே

・教⛉᭩ࢭンターして、教⛉᭩のಖ管㸦᪂∧�㒊、⌧⾜�㒊、ᪧ
∧�㒊）ᒎ♧を⾜ࡗた。
・ᮧᒣ教育ົᡤ㐃ᦠし教⛉᭩ᒎ♧会㸦�᭶୰᪪）を⾜ࡗた。
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社社会会教教育育部部門門

自自作作視視聴聴覚覚教教材材のの制制作作

１１　　自自作作視視聴聴覚覚教教材材のの制制作作

種種別別 作作品品名名 時時間間 制制作作者者

最優秀

県県ココンンククーールル結結果果

ビ
デ
オ

桜に込めた想い
～徳良湖築堤100周年～

10分06秒 北村山視聴覚教育センター

ビ
デ
オ

いきいき さわやか 学校生活
服装・髪型のきまりについて考えてみよう

11分01秒
尾花沢市立尾花沢中学校
　芸術部

児児童童生生徒徒作作品品部部門門

種種別別 作作品品名名 時時間間 制制作作者者 賞賞

デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ

SDGsをみんなに広げよう
村山市立袖崎小学校
　6年生

入 選

大石田町立大石田中学校
　第1学年

（未出品）

県コンク
ール結果

入選

（未出品）

特 選

２２　　第第4411回回北北村村山山地地区区自自作作視視聴聴覚覚教教材材ココンンククーールル応応募募作作品品

優秀

デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ

サンサンスタディー　6年生　総合的な学習
自然薯栽培の報告

大石田町立大石田南小学校
　6年生

（未出品） 佳作

デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ

築堤100周年　私たちの徳良湖　花笠おどり
尾花沢市立尾花沢中学校
　芸術部

（未出品）

最優秀

デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ

”大石田かるた”からの新発見
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作作品品名名 時時間間 制制作作者者 賞賞

そ
の
他

（

か
る
た
）

大石田かるた
大石田かるた制作
実行委員会

特 選

紙
し
ば
い

弾道下の村ものがたり
 ギィブミーチョコ
 Give me chocolate

13分00秒
文：青柳　フヂ子
絵：齋藤　美代三

社社会会教教育育部部門門

種種別別 作作品品名名 時時間間 制制作作者者 賞賞

ビ
デ
オ

mono-katari
 ～ぼくらがつなぐストーリー～　Vol.4

24分37秒 東根市商工会青年部 入 選

紙
し
ば
い

西の家のお不動田
にす　　　　え

9分00秒
文：青柳　フヂ子
絵：青柳　孝雄

入 選 優 秀

県コンク
ール結果

最優秀

県コンク
ール結果

最 優 秀

（ 未 出 品 ）

特 選

学学校校教教育育部部門門

種種別別
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センター利用状況

１　センター利用者数 令和4年3月31日現在

利用者数(人)

小・中学校 11,,666633

社会教育・幼児 11,,449988

11,,006644

118844

44,,440099

小・中学校 332255

社会教育・幼児 11,,447788

447755

118866

22,,446644

11,,665588

学校教育 6688

社会教育 5566

66,,007711

77,,885533

446600

00

226611

772211

44,,117744

33,,003322

77,,661100

663311

1155,,444477計

　※　各種研修会や会議、イベント等の利用者数には、オンラインによる参加者数も含む。

学習室利用

学校教育

社会教育

その他

計

合　計

学校教育

社会教育

センター事業

その他

視聴覚室

移動学習

センター事業

管外・その他

計

研修講座等

移動学習

個人研修

センター研修講座

計

利　　　用　　　内　　　容

プラネタリウム観覧

移動学習

センター事業

管外・その他

計
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２　　16ミリ映画・ビデオ教材利用状況

本数 人数 本数 人数

幼児教育 0 0 69 906

学校教育 0 0 87 748

社会教育他 0 0 453 2,159

計 0 0 609 3,813

幼児教育 4 112 36 1,713

学校教育 0 0 201 3,645

社会教育他 0 0 297 1,623

計 4 112 534 6,981

幼児教育 0 0 2 84

学校教育 0 0 23 330

社会教育他 0 0 151 2,957

計 0 0 176 3,371

幼児教育 0 0 0 0

学校教育 0 0 65 1,228

社会教育他 0 0 8 324

計 0 0 73 1,552

幼児教育 2 76 0 0

学校教育 0 0 2 24

社会教育他 0 0 1 20

センター事業 46 1,172 130 3,090

計 48 1,248 133 3,134

幼児教育 4 112 107 2,703

学校教育 0 0 376 5,951

社会教育他 0 0 909 7,063

48 1,248 133 3,134

52 1,360 1,525 18,851

３　機器材利用状況

件数 件数

1 137

36 32

0 6

104 0

217 214

0 58

0 23

3 28

93 22

103 1,077

機器材・教材貸出件数合計 2,654

区　　分
１６ミリ映画 ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居教材

村山市

東根市

尾花沢市

大石田町

センター

合　計

三
市
一
町
計

センター事業

計

機器名

16ミリ映写機

ビデオ機材

ビデオカメラ

VTR・テレビ

音響機器

プロジェクター

スライド映写機

ＯＨＰ

ＤＶＤ・ＬＤ機材

録音機材

スクリーン

機器名

コンピュータ延長ケーブル

ビデオカメラ用三脚

トランシーバー

写真機・デジタルカメラ

展示用パネル

電工ドラム

マイクケーブル

レーザーポインター

その他

合　計
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（　１本）

（　44本）

数　量

2本

1台

1台

1台

1台

各1台

一式

一式

項　目

プログラミング教育消耗品

指導者用デジタル教科書

講習用パソコン

有線マイク

タイピン型ワイヤレスマイクロホン

液晶テレビ

ブルーレイディスクレコーダー

（３）視聴覚機器材

１  視聴覚教材

中学校国語1～3年
中学校社会（地理・地図セット、歴史、公民）
中学校数学1～3年
中学校理科1～3年
中学校英語1～3年

村山市、東根市学習者用端末

パナソニック　WX-4300B

パナソニック　TH-43JX850

SHURE SM58SE

貸出用ビデオカメラ

　　・社会教育

　　・防災教育

パナソニック　DMR-4X600

MESHセンサー

ソニー  FDR-AX700

品　　目

寄贈された教材 保健指導教材（掲示物、模型等）

機器材、教材の購入、整備

（２）その他教材

種　　類　　（　本　数　）

自作教材

対　象　分　類　　（　本　数　）教材品目

（１）購入教材

合計　　3セット　　（ １3本）

１セット　　（ 10本）

１セット　　（　２本）

１セット　　（　１本）

DVD

　教科教材

　　・体育科

　DVD

教材分類

 資料の収集  

 

１ 月刊誌及び年刊誌の購入 

（１）教育関係 

ア 初等教育資料（月刊） 

イ 中等教育資料（月刊） 

ウ 視聴覚教育（月刊） 

エ 学習情報研究（隔月） 

オ 山形教育（年２冊） 

（２）天文関係・一般 

ア 星ナビ 

イ 星空年間 

 

２ 官公庁及び団体出版物 

（１）視聴覚教育時報（全国視聴覚教育連盟） 

 

３ 教育関係機関出版物 

（１）管内小中学校……学校経営要覧、校内文集、研究紀要等 

（２）教育施設関係……要覧、紀要、研究実践等 

（３）小・中学校長会、及び教頭会関係 

  ア 北村山地区小・中学校校長会協議会「北村山の学校」 

  イ 北村山地区小学校長会「北村山紀要」 

  ウ 北村山地区中学校長会「北麗」 

エ 北村山地区小・中学校教頭会「北稜」 

 

４ その他 

（１）小中児童生徒自由研究発表誌 

（２）プラネタリウム設置施設間の情報誌 
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（　１本）

（　44本）

数　量

2本

1台

1台

1台

1台

各1台

一式

一式

項　目

プログラミング教育消耗品

指導者用デジタル教科書

講習用パソコン

有線マイク

タイピン型ワイヤレスマイクロホン

液晶テレビ

ブルーレイディスクレコーダー

（３）視聴覚機器材

１  視聴覚教材

中学校国語1～3年
中学校社会（地理・地図セット、歴史、公民）
中学校数学1～3年
中学校理科1～3年
中学校英語1～3年

村山市、東根市学習者用端末

パナソニック　WX-4300B

パナソニック　TH-43JX850

SHURE SM58SE

貸出用ビデオカメラ

　　・社会教育

　　・防災教育

パナソニック　DMR-4X600

MESHセンサー

ソニー  FDR-AX700

品　　目

寄贈された教材 保健指導教材（掲示物、模型等）

機器材、教材の購入、整備

（２）その他教材

種　　類　　（　本　数　）

自作教材

対　象　分　類　　（　本　数　）教材品目

（１）購入教材

合計　　3セット　　（ １3本）

１セット　　（ 10本）

１セット　　（　２本）

１セット　　（　１本）

DVD

　教科教材

　　・体育科

　DVD

教材分類

 資料の収集  

 

１ 月刊誌及び年刊誌の購入 

（１）教育関係 

ア 初等教育資料（月刊） 

イ 中等教育資料（月刊） 

ウ 視聴覚教育（月刊） 

エ 学習情報研究（隔月） 

オ 山形教育（年２冊） 

（２）天文関係・一般 

ア 星ナビ 

イ 星空年間 

 

２ 官公庁及び団体出版物 

（１）視聴覚教育時報（全国視聴覚教育連盟） 

 

３ 教育関係機関出版物 

（１）管内小中学校……学校経営要覧、校内文集、研究紀要等 

（２）教育施設関係……要覧、紀要、研究実践等 

（３）小・中学校長会、及び教頭会関係 

  ア 北村山地区小・中学校校長会協議会「北村山の学校」 

  イ 北村山地区小学校長会「北村山紀要」 

  ウ 北村山地区中学校長会「北麗」 

エ 北村山地区小・中学校教頭会「北稜」 

 

４ その他 

（１）小中児童生徒自由研究発表誌 

（２）プラネタリウム設置施設間の情報誌 
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 広報、展示他  

 
１１  広広報報活活動動  

（１）チラシによる広報 
ア 一般公開用チラシ（土曜開館とイベントに関する情報）の配布 

（管内各小学校・幼児施設・社会教育施設に配布、一般向けに随時配布） 
イ 教員向け視聴覚教育センターだよりの発行 

（管内各小中学校に配布） 
 
（２）ホームページや公式 SNS 等による広報 

ア 一般公開（観望会、イベントなど）の情報提供 
イ 教育研究（委嘱研究、ICT 活用事例、北村山自作視聴覚教材コンクール、その他講習会）に

関する案内および成果の発信 
ウ 教材・機材検索システムの運用 
エ 各種申請書様式 

 
（３）マスメディアや各広報誌等に依頼しての広報 

ア センター事業や一般公開に関するプレスリリース 
イ ３市１町の広報紙、生活情報誌「やまはぴ」への掲載依頼 

 
（４）公式 YouTube チャンネルの運用 
  ア 自作視聴覚教材動画のアップロード 
  イ センター事業（イベントプラネタリウムや天文講演会）のアップロード 
 
２２  展展  示示  

（１）北村山子ども美術展特別賞作品 
（２）天文写真 
 
３３  そそのの他他  

（１）発行物 
ア 要覧 
イ プログラミング活用事例および ICT 活用事例集 
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視聴覚教育委嘱研究



 広報、展示他  

 
１１  広広報報活活動動  

（１）チラシによる広報 
ア 一般公開用チラシ（土曜開館とイベントに関する情報）の配布 

（管内各小学校・幼児施設・社会教育施設に配布、一般向けに随時配布） 
イ 教員向け視聴覚教育センターだよりの発行 

（管内各小中学校に配布） 
 
（２）ホームページや公式 SNS 等による広報 

ア 一般公開（観望会、イベントなど）の情報提供 
イ 教育研究（委嘱研究、ICT 活用事例、北村山自作視聴覚教材コンクール、その他講習会）に

関する案内および成果の発信 
ウ 教材・機材検索システムの運用 
エ 各種申請書様式 

 
（３）マスメディアや各広報誌等に依頼しての広報 

ア センター事業や一般公開に関するプレスリリース 
イ ３市１町の広報紙、生活情報誌「やまはぴ」への掲載依頼 

 
（４）公式 YouTube チャンネルの運用 
  ア 自作視聴覚教材動画のアップロード 
  イ センター事業（イベントプラネタリウムや天文講演会）のアップロード 
 
２２  展展  示示  

（１）北村山子ども美術展特別賞作品 
（２）天文写真 
 
３３  そそのの他他  

（１）発行物 
ア 要覧 
イ プログラミング活用事例および ICT 活用事例集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 研究テーマ 
  本校では、昨年度から山形県の ICT 教育推進

拠点校の委嘱を受け、以下のような取り組みを

行ってきた。 
・ 大型提示装置に教科書の図や映像を写す。 
・ 学習アプリやソフトを使用して、数学の関

数グラフや、図形の動きを観察したり、問題

演習に取り組んだりする。 
  今年度、全ての生徒に学習者用コンピュータ

が整備され、「いつでも」「どこでも」使用するこ

とが可能になった。また、Microsoft office も使

用できるので、この環境を生かして、生徒が主

体的・対話的に深く学ぶためのツールとして

ICTをどのように活用していくのか研究を進め

ることとする。 
２ 研究の視点 

(1)主体的に自分の考えを表現する工夫 
(2)主体的に深く学ぶツールとして活用 

３ 研究の方法と計画 
(1)視点１について 

ICT を活用することで、自分の考えをより

気軽に発信しやすくなるとともに、調べたこ

とをまとめたり発表したりする際に表現方

法を選択することができるようになると考

える。様々な機能を各自で調べながら使える

よう、個人が作成したファイルを Microsoft 
Teams で共有し、他の人のデータを参考にし

ながら進められるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2)視点２について 

今まで大型提示装置に写していたものや

黒板に貼っていたものを学習者用コンピュ

ータに配信する。端末に式や答えを入力した

り、図に線を引いたりすることができるため、

何回も書いたり、消したりすることで試行錯

誤し、思考を深め、問題解決において様々な

考えを見出すよう指導していく。 
４ 研究の実践 

(1)実践１ 
ア 実践の概要 

   (ア)単元名 
３年 総合的な学習の時間 
「東根市をより良くする企画を考えよう」 

(イ)単元の目標 
東根市の現状や、山形県内の市町村な

どを調べ、東根市の未来を考えることを

通して、自分の生き方を考える。 
(ウ)ICT の活用について 

これまでは Word を使用してポスター

（夏祭りポスター）やレポート（私の好

きなものを紹介）を個人で制作してきた。

今回はグループで企画した内容をポス

ターと企画書という別々の表現方法で

制作する。グループ内で Word ファイル

を Teams で共有し共同で制作を行う。 
イ 生徒の学びの姿 

より良い企画になるように、Word ファ

＜研究の概要＞ 
本研究では、主体的に ICT を活用できる生徒の育成を目指し、主体的・対話的に深く学ぶための

ツールとして効果的な活用について考察した。学びのツールとして活用することで、考えを表現す

る手段や方法の幅が広がり、必要に応じて生徒自身が様々な工夫を行えるようになるのではないか

と考えた。総合的な学習の時間では、学年全体で Microsoft Teams のチームを作成し、他のクラス

の情報や制作したファイルを共有しながら授業を行うことができた。数学では、既習事項やヒント

を配信し、いつでも閲覧できるようにしたり、Excel で計算したりできるようにした。数学に苦手意

識をもつ生徒が、これらの機能を利用して意欲的に課題解決に臨む姿があった。 

以上のことから、複数の教科で ICT を使用する機会が増え、自分の考えを表現したり、試行錯誤

を繰り返したりすることに有効であり、主体的に ICT を活用できる生徒の育成につながった。 

【1 年次研究】 
主体的に ICT を活用できる生徒の育成 

 
東根市立神町中学校  深瀬 真紗美 
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【２年次研究】 
学び合いを引き起こすＩＣＴ活用 

～国語科「話すこと・聞くこと」の領域におけるスピーチの指導を通して～ 
 

村山市立楯岡小学校  齋藤 愛美 

＜研究の概要＞ 
 本研究では、ICT を活用したスピーチの指導について考察した。スピーチメモの作成、スライ

ド資料の作成、スピーチ練習と、それぞれの過程で国語科としてのねらいを達成するための ICT
の活用について実践を行い、その効果を検証した。その結果、スピーチメモの作成では、印刷し

た文字と手書きの文字が組み合わさることで、児童の思考が見えやすくなった。また、スライド

資料の作成では、児童が情報をしぼったスライドの良さに気づくことで、一度作ったスライドを

納得しながら修正する様子が見られた。加えて、本研究ではＩＣＴが児童の学び合う学習場面を

さらに引き起こすことをねらいとしている。１人１台端末が個人の効率的な学習にとどまらず、

思考させる道具となるためには、友達との学び合いが必要であることが明らかとなった。 

１ 研究テーマ 
  １年次は、国語科「話すこと・聞くこと」の

学習を通して、「上達を実感し、主体的により

良い表現を目指すＩＣＴ活用」をテーマに、国

語科「話すこと・聞くこと」の領域で研究を行

った。「話すこと・聞くこと」の学習は、音声

言語というすぐに消えてしまう言語を扱うた

め指導が難しい。そこでＩＣＴを活用して、音

声言語を自動で文字化することで、児童は話し

合いの内容を客観視しながら学習をふり返る

ことができた。 

  ２年次は、国語科「話すこと・聞くこと」の

領域におけるＩＣＴを活用したスピーチの指導

をテーマに実践を行う。今年度から１人1台の端

末が整備され、スライド資料を使ったスピーチ

は、他教科や他学年でも気軽に行われるように

なった。一方で、スライド資料の作成について

具体的な指導を行う機会は少ない。スピーチを

手助けするための効果的なスライド資料を作成

し、適切に活用できるよう国語科としての学び

を焦点化し、力を付けていきたい。 

合わせて、１年次の実践では、グループで一

つの学習者用コンピュータを使用し、文字化さ

れた資料を互いに見合うことで、気づいたこと

を伝え学び合う姿が見られた。ＩＣＴを活用す

ることで、自分たちの活動をふり返り、気づき

や友達の良さを伝え合うような「学び合いを引

き起こすＩＣＴ活用」の場面を、２年次も目指

していく。 

 

２ 研究の視点 
(1)他教科にも生かせる効果的なスピーチの指

導  
(2)学び合いを引き起こすＩＣＴ活用 

 

３ 研究の方法と計画 
(1)視点１について 

効果的なスピーチに必要な、スピーチメモ

とスライド資料の作成について考察してい

く。スピーチメモは、内容の加除訂正がしや

すいよう Google ドキュメントを使用して作

成する。発表原稿ではなく、あくまでもメモ

として、話し手を手助けするものになるよう

にしていく。また、スライド資料を作成する

際には、情報をしぼったスライドを意識させ

ていく。 
スピーチをする際には、原稿を読んだり、

全て暗記して発表したりといった一方的な

活動でなく、聞き手の様子を伺いながら発表

する姿を目指していく。 
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(2)どⅬ２にࡘいて

学習で学ྜࡧいをᘬࡁ㉳ࡇすたࡵに、ࡼࠕ

ࡤすれ࠺には、どࡵにするたࢳーࣆⰋいスࡾ

Ⰻࡾࡼ。るࡏたࡶㄢ題ព㆑を࠺いࠖいࡼ

いスࣆーࢳにするたࡵ、グルーࣉෆでẼ࡙い

たࡇをఏࡇ࠺ྜ࠼で、ୖ㐩していࡃ学ࡧ

ྜいがでࡁる࠺ࢁࡔ。

ຍ࠼て、㹇㹁㹒をࡗて、ᾘ࠼てし࠺ࡲ㡢

ኌのグ㘓をṧしていࡃ。ᮏ༢ඖのάືはスࣆ

ーࢳであるたࡵ、㡢ኌの、㌟ࡾや┠⥺、

㈨料のい᪉などにࡶ╔┠でࡁるື࠺ࡼ画

を用する。㹇㹁㹒をࡗたグ㘓があるࡇ

で、ヰしᡭࡶ⮬ศをᐈほどするࡇがでࡁる。

グル、ࡃ画をὶしぢるのではなືࡔた、たࡲ

ーࣉの㐩のẼ付ࡁが、ື画をぢるどⅬな

。࠺ࢁࡔࡃていࡗ

㹇㹁㹒のグ㘓があるࡇや、ぢるどⅬをࡶ

ࡃ付ࡧ⤖で、ୖ㐩にࡇ㏉るࡾࡩてື画をࡗ

学ྜࡧいになる࠼⪄る。

４ ◊✲のᐇ㊶

(1)ᐇ㊶１

   ᐇ㊶のᴫせ

༢ඖྡ()    ➨㸴学ᖺ ᅜㄒ⛉

㈨料をࡗて、ຠᯝⓗなスࣆーࢳをし࠺ࡼ。

はࡃࡰ、、⚾はࠕ     㸦ࠖගᮧ図᭩）

  (イ)ᮏの┠ᶆ

     ື画やグルーࣉのドࣂイスをࡶ

に、スࣆーࢳをࡾࡩ㏉るࡇを㏻して、

⮬ศの⪃࠼がఏࢃる࠺ࡼに⾲⌧をᕤኵ

したスࣆーࢳをしている。

㸦ᛮ⪃・ุ᩿・⾲⌧）

(ウ)㹇㹁㹒のά用にࡘいて

ձスࣆー࣓ࣔࢳ、スライド㈨料を作成す

るたࡑ、ࡵれࡒれ、Google ドキ࣓ࣗン

トスライド機能を用する。

࠙どⅬձࠚ

ղスࣆーࢳのᵝᏊをື画してグ㘓す

る。ࡑれを用いて⮬ศをᐈほⓗにࡾࡩ

㏉ࡗたࡾ、グルーࣉでドࣂイスしྜ

ࠚする。       ࠙どⅬղࡾたࡗ

  イ 児童の学ࡧのጼ

࠙どⅬձࠚ教⛉にࡶ生ࡏるຠᯝⓗなスࣆー

の指導ࢳ

スࣆー࣓ࣔࢳ作成㸦Google ドキ࣓ࣗント）

ࠔ指導のᕤኵࠓ

・スࣆーࢳのࡲ࠾࠾なᵓ成をఏ࠼る。

ձヰ題

ղࢯࣆ࢚ード㸦⤒㦂や出᮶）

ճ࣓ッࢭージ㸦ᙇ）

・⟠᮲᭩ࡁで᭩ࡏる。

・発⾲間をఏ࠼るࡇで、ఱをどのࡽࡃ

いヰすの┠Ᏻにさࡏる。㸦１㹼２ศ）

・㡰ᗎをධれ᭰࠼たࡾ、≉にఏ࠼たいࡶの

。るࡏさ࠼⪄してᵓ成をࡾけをṧしたࡔ

ࠔ児童のᵝᏊࠓ

・㡰ᗎのධれ᭰࠼やᩥの๐㝖などのᚲせࡶ

あࡾ、᭩ࡶࡾࡼࡃ、ᩥᏐをᡴࡘ作業の᪉

がᢠなࡇࡴ⤌ࡾྲྀࡃがでࡁた。

・スࣆーࢳ⦎習をጞࡵる、原✏に㖄➹で

ゝⴥを㊊すなどしているが、ᡭ᭩ࡁ༳

ๅされたᩥ❶がΰࡎࡽࡊぢやすい。

スライド㈨料作成㸦Google スライド）

ࠔ指導のᕤኵࠓ

・ሗをしࡰるࡇをព㆑さࡏる。

・スライドのᯛ数やෆᐜを㝈ᐃする。㸦ス

（て３㹼４ᯛࡏࢃのᵓ成にྜ࣓ࣔࢳーࣆ

・スライドの࣏イントをලయⓗにᣲࡆる。

ձᩥᏐの大ࡁさ

ղᯟ⤌・ࡳンࢲーライン

ճ図⾲

մⰍศけ㸦３Ⰽ௨ෆ）

   ・教ᖌのࣔデルをぢࡏながࡽㄝ᫂する。
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１ 研究テーマ 
  本学級は、３年生８名、４年生６名、計１４

名の複式学級である。昨年度は、現在の４年生

に対し学習者用コンピュータ端末を使った動

画作成やプレゼン資料作成の実践を行い、ICT
を活用すると効率的な情報の収集と保存、視覚

的な効果等により、思いを表現することに有効

であることを実証できた。今年度はさらに、

SKYMEMU Cloud１）で以下のような活動を計

画し、検証をしていく。 
・「発表ノート」２）を用いた指導者との双方

向のやり取り。 
・「シンプルプレゼン」３）や「発表ノート」

を用いたプレゼン資料の作成。 

・カメラや動画機能を活用した情報の収集と

蓄積。 
・Microsoft Teams を活用した投稿、資料の

配付、オンラインでの双方向のやり取り 
このように、ICT を様々な場面で活用するこ

とで、学習者用コンピュータの基本的な操作を

身に付けるだけではなく、どのような場面でど

のような効果があるのかを検証したいと考え

た。児童は、 
学習者用コンピュータを使うことに大きな期

待があり、それが学習に対する意欲につながっ

ている。 
情報の比較・整理に焦点を定め、思考を可視

化・共有することで、自分の思いを効果的に表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現できることに気付かせていきたい。また、修

正や変更が簡単にでき、カスタマイズが容易で

あるというICTの特性に気付かせ、相手や目的

に応じて表現する力を高めていきたい。学習者

用コンピュータなどのICTを活用することで、

「伝えるたのしさ」だけでなく、「自信をもって

相手に伝える子ども」の育成につながると考え

た。以上のことから「思いを表現するための効

果的なICTの活用」というテーマを設定した。 
 
２ 研究の視点 

(1)思考を可視化・共有するための ICT の活用 
(2)伝えるたのしさを実感できるプレゼンテーション  

 
３ 研究の方法と計画 

(1)視点１について 
プレゼンを通して、相手や目的に応じて情

報を組み合わせて表現する姿を目指したい

と考えた。そのためには、作成したプレゼン

資料を受け手の目線で校正する必要がある。

ICTを活用することで、伝える順序への意識、

グループでの思考のつながりが明確になり、

よりよい表現の工夫に気付くことができる

と考えた。 
また、指導者がリアルタイムで学習の進

捗状況を把握するために、児童の状況を一

覧で確認することのできる「画面一覧」を

＜研究の概要＞ 
本研究では、思いを表現するための効果的な ICT の活用について考察し、どのような場面でど

のような方法があるのかを検証した。今年度は、情報活用能力の中でも特に、相手や目的を意識

したプレゼンテーション（プレゼン）力を高めることを目的とし、授業実践を行った。 
まず、社会科で学んだことを全校児童に伝えるために、資料作成の仕方を確認した。次に、総

合的な学習の時間の「大根栽培販売活動」について学んだことを保護者に伝えるために、ICT の

有効な活用について実践を行った。さらに、お世話になった地域の人を招待して「感謝の会」を

行い、「伝えるたのしさ」について検証した。 
その結果、ICT を活用することにより、思考の可視化・共有が容易になり、表現の質が高まる

ことや、目的や相手意識を追究することにより「伝えるたのしさ」を実感することができること

が明らかになった。  

【２年次研究】 

思いを表現するための効果的な ICT の活用 

尾花沢市立常盤小学校  織江 真由美 
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ピュータを仲介にして、よりよい表現につい

て意見を交わし合う場面もたくさん見られ、

児童の姿が変容した。 
ICT の活用について、「あった方がよいも

の」から「なくてはならないもの」へ指導者

の意識を変えていくことが必要だと感じた。

授業改善のために ICT のツールを道具の一

つとして使うことは、児童だけではなく、私

たち指導者にとっても必要なことである。こ

れからも研修を重ねて、効果的な活用の仕方

を追究し、実践を重ねていきたい。 
 

注 
１）SKYMEMU Cloud は、株式会社 SKY が開発した学習活動

端末支援 web システムである。代表的なツールとして「発表ノ

ート」「シンプルプレゼン」がある。GIGA スクール構想により

導入された尾花沢市の学習者用端末にインストールされてい

る。 
２）「発表ノート」は、学習者用コンピュータ端末の画面上に線や

文字を書き込んだり、画像を貼り付けたりして考えをまとめる

ツールである。「画面一覧」での表示、教員機に表示した画面の

転送、教材の配布や回収、協働して発表資料を作成する「グル

ープワーク」など様々な機能がある。 
３）「シンプルプレゼン」は、学習者用コンピュータ端末で撮影し

た写真や文字を使って、発表資料となるスライドが作成できる

ツールであり、必要最低限の機能のみを搭載している。スライ

ドに記載できる情報量は、レベルに応じて３段階で設定されて

おり、設定された制限を超えて入力すると警告が表示される。 
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１ 研究テーマ 

１年次の実践を通して、生徒同士の学び合い

が活発化し、主体的に学びに向かう姿勢が育っ

てきた。「ロイロノート・スクール１）」を活用し、

ワークシートを共有したことで、様々な考えと

の出会いが早くなり、仲間の考えを理解しよう

としたり、自分の考えを説明したりすることで、

数学的な見方・考え方を深めることができた。 

しかし、視点１においては、問題解決に必要

な知識や技能が定着していない生徒は、理解す

るまでに時間がかかってしまう点や、課題を先

に解き終えた生徒に対して、更に力をつけるた

めの手立てという点において課題が見られた。 

また、視点２においては、単元ごとに習熟度

チェックシートを活用して習熟度を把握して

きたが、どの程度の理解度なのかを視覚的に捉

えさせるための手立てが必要だと感じた。 

数学に対して苦手意識の強い生徒の中には、

友人の考えを見て、積極的に質問しようとする

が、既習事項の定着が不十分なために、相手の

説明を理解できない生徒もいた。考えの拠り所

が確認できないことで学び合いにストレスを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感じている様子だった。 

また、数学が得意で課題解決が早い生徒は、

学び合いを軸に授業デザインをしてきたこと

で、課題解決後は、悩んでいる生徒の相談に乗

り、アドバイスすることが多い。余った時間を

利用してワークなどの学習に積極的に取り組

んでいるが、更に活用力を高めるための手立て

が必要だと感じた。 

以上のことから、ICT 機器を活用し、それぞ

れの習熟度に合わせた学習支援が必要だと感

じた。また、学び合いの質を高めるためには、

既習事項の定着が必須となる。既習事項の定着

を図るためにも、自分の習熟度を理解し、自分

にはどのような知識・技能が足りていないのか

を把握していく必要があると感じた。 

生徒が自分のニーズに合わせて、必要な情報

を取得できる「個別最適な学び」、仲間の考えを

考慮しながら考え直したり、習熟度を捉え、学

習の見通しを持ったりする「自己調整学習」。こ

の２つが主体的で対話的な学びを深めること

につながると考えた。 

 

【２年次研究】 
iPad を活用した生徒の主体的で対話的な学びを深める授業実践 

 

大石田町立大石田中学校  村田 亮 

＜研究の概要＞ 
 本研究では、1 年次よりも ICT 機器の活用の幅を広げ、生徒の主体的で対話的な学びを更に深め

るために、「個別最適な学び」や「自己調整学習」を実現させるための ICT の活用について考察し

た。 

 授業支援アプリ「ロイロノート・スクール」を活用し、アプリ上に「授業プリント」「ヒントカー

ド」「既習事項のまとめ」「応用問題」を配置し、生徒が必要に応じて活用できるようにしたことで、

生徒が主体的に学ぶ姿勢が育ってきた。それに加え、学習プリントの解説動画を作成し、授業中だ

けでなく休み時間も視聴可能としたことで、生徒の主体的な学びが授業外にも広がった。また、学

習ドリルアプリを活用し、苦手領域を反復練習したことで、基礎基本が定着してきた。更に、レー

ダーチャートを使ってテスト結果を可視化することで、生徒自らが自身の習熟度を捉えることが容

易になり、家庭学習の焦点化に繋げることができた。 

 以上の事から、生徒の「解きたい」「力をつけたい」という想いに寄り添って授業をデザインして

いくことで、生徒の学びに向かう姿勢が変容することが分かった。そこに効果的に ICT を活用した

ことで、「個別最適な学び」や「自己調整学習」の質を高めることができた。生徒の主体的で対話的

な学びを深めるために大切な「個別最適な学び」と「自己調整学習」。それぞれの質を高めていくた

めにも ICTの活用が有効であることが分かった。 
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ーマに実践を重ねてきた。資料箱を活用して、

生徒の困り感や習熟度に寄り添った授業デ

ザインを考えたことで、学級の大多数の生徒

が主体的に学びに向かうことができるよう

になった。生徒の「理解したい」「解きたい」

という気持ちを支えることが主体的で対話

的な学びにつながることを実感した。 
今回は、既習事項のまとめ、ヒントカード、

応用問題、「GeoGebra」、解説動画を必要に応

じて活用できるようにする工夫を行ったが、

ICT を活用し、それらを手軽に活用できたこ

とが成果に結びついたと感じる。様々な情報

をすぐに取得できるのが ICT の良さである。 
ICT を活用した実践が叫ばれる昨今だが、

あくまで学習の主体は生徒であり、ICT はそ

の学びを支える存在であるべきだと改めて

感じた。また、生徒が意欲的に学びに向かう

ことができる課題設定は改めて重要である

と感じた。 
 (2)視点２について 
   ２年次は「自己調整学習」をテーマに実践

を重ねてきた。「何が分からないかが分から

ない」というのは、数学に苦手意識を持つ生

徒に共通している困り感である。今回の

「Qubena」を使った実践では、AI により自

然に苦手分野の反復練習ができたことで、基

礎基本の定着につながった。また、テスト結

果をレーダーチャートに表して、習熟度をフ

ィードバックした実践は、今後の学習の見通

しを持たせるうえで効果的だった。自分の習

熟度を理解することが、今後の学習を調整す

る力につながると感じた。また、授業中にワ

ークシートを共有し、自分の考え方と仲間の

考え方を比較検討することも学びを調整す

る力につながると感じた。 
しかし、ワークや問題集など紙面を使った

学習の方が、効率的に学習量を増やすことが

できる。特に計算量の多い活用問題を解く場

面では、紙面を使った学習が効果的だった。

このことからも、ICT を使った学習に一本化

するのではなく、目的によって、ICT を使っ

た学習と紙面を使った学習を使い分けてい

く必要がある。 

(3)研究を終えての提言 
  今回の研究は特に ICT を活用した「個別最

適な学び」「自己調整学習」に焦点化して実践

を重ねてきた。実践を重ねる中で、あくまで

学習の主体は生徒であり、ICT はその学びを

支える存在であるべきだと強く感じた。生徒

の学びを最優先に考え、その学びをどのよう

に対話的な活動を通して深めていくか、対話

的な活動の土台となる基礎的・基本的な知

識・技能をどのように定着させていくかを私

達教師が見取っていく必要がある。その中で、

必要に応じて ICT を使い、学習効果を高めて

いくことが求められている。ICT にもメリッ

ト、デメリットがあるように、教材それぞれ

にも場面に合ったメリット、デメリットがあ

る。それぞれの特性を理解し、子どもの学び

を深める上でどの手段が適切かを見極め、私

達教師が活用場面を捉えて選択していく必

要がある。 
生徒の主体的で対話的な学びを深めてい

くためには、生徒の「理解したい」「解きたい」

という気持ちに寄り添った授業づくりを行

うことが大切である。そのために、生徒のニ

ーズに合わせて ICT を活用していくことが

必要である。これまでアクティブラーニング

を意識して同様の授業を行ってきたが、ICT
を取り入れたことで、生徒の学びに対する主

体性は確実に高まっている。そこに授業の課

題設定をはじめ、授業計画や単元計画など生

徒の学びの場のカリキュラムマネジメント

を行うことが ICT をより効果的に活用する

上で重要となる。 
Society5.0 時代、ICT を使った新しい教育

の価値を見出していく必要がある。実生活に

おける課題解決場面は、自らの記憶や技能の

みに頼る場面はほとんどない。あらゆるもの

にアクセスし、他人と協力し合って答えを導

く、そうしないと解決できないものばかりで

ある。これからの時代を担う若者たちに、社

会の中で生き抜く力をつけていくことが私

達教師の役目である。様々な手段を使って問

題解決できる人材を育成するために、時代を

見通し、今後も ICT 活用の在り方を考えてい

きたい。 
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注 
１）ロイロノート・スクールは、株式会社 LoiLo が開発した授

業支援クラウドである。教材配布や画面配信、回答の共有、

シンキングツールの利用などの機能がある。大石田町の児童

生徒全員に ID が付与されている。 
２）Qubena は、株式会社 COMPASS が開発した AI 型タブレ

ット教材である。間違いの原因を AI が解析し、個別最適化さ

れた問題を出題する機能がある。大石田町の児童生徒全員に

ID が付与されている。 
３）Qubena Manager は、Qubina にある指導者向け管理ツー

ルで、指導者が生徒の学習状況を把握するシステムである。 
４）GeoGebra は、数学教育用の無料デジタルツールである。

グラフや図形などの作成や共同作業用のホワイトボード機能

がある。 
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